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第2章 バーンスティン理論への収斂Ⅱ：主体化論の系譜 ---------------------------------p.33 
2－(1) イデオロギー的主体化論の展開―L・アルチュセール― 
2－(2) イデオロギー概念の転移 




















＞をめぐる言説  -------------------------------p.78 
第1章 戦前期の婦人雑誌にみる母親をめぐる＜教育
ペダゴジー
＞ ------------------------------------ p.82 
1－(1) 明治期における育児言説―『家庭雑誌』を中心に―  












































2－(3) 恋愛とクリスマスとの接合の萌芽：1960 年代後半～1970 年代 
2－(4) 強められる恋愛とクリスマスとの接合：1980年代 
2－(5) ｢恋愛化されたクリスマス」の制度化：1990 年代以降 
















                                                
序章 問題の設定と研究目的および意義  
 
                   わたしを止めないで 標本箱の昆虫のように 
                                  高原からきた絵葉書のように 止めないでください 
                                  わたしは刃撃き こやみなく空のひろさをかいくぐっている  
                                  目には見えないつばさの音 












































｢言説 discourse／discour｣を分析対象とすることの意義は、フーコ (ーFoucault, Michel)によって開
示された。フーコーが提示したのは、人間の認識活動や対象の構築という営みが、言説を通じてこそ
可能となるということや、権力は言説の分析を通じてその作用をたどることが初めて可能となるとい







































































































を作り出したりすることはできない(第Ⅰ部第2章)。言い換えれば、「他者の言説discourse of the 


























事実discursive fact／fait discursif」がたち現れるのである(3)。 
本論では、このように言説が厚みを獲得し、社会的事実となっていく過程を「言説の構造化

































































基準の既存形態existing formsを発展させていく持続的過程sustained processである。(Bernstein, 


























































































































規模を拡張」していくことになる(Berger& Berger& Kellner訳書 1973=1977、84頁)。また、マス・





























































































































































































が外出して自らロマンスや消費主義を享受するとき、夜を徹して社会的義務 social obligations から逃












































































  表序注1 広告種別の特性 
 
新聞広告 
  （全国紙） 雑誌広告 テレビ CM ラジオ CM インターネット広告 
信頼性 ○ △       
説得性 ○ ○       
詳報性 ○ ○     △ 
記録性 ○ ○     ○ 
一覧性 ○ ○       
保存性 ○ ○     △ 
随意性 ○ ○     ○ 
可般性 ○ ○       
速報性 ○ △   △ ○ 
話題性 ○ △ ○   ○ 
確認性 ○ ○       
反復性 △ △ ○     
娯楽性   △ ○     
刺激性   △ ○ △   
臨場性     ○     
オーディエンスの安定性 ○ ○       
オーディエンスの関与性 ○ ○     ○ 
オーディエンスの双方向性 △ △     ○ 
メディアの到達時間 △   ○ ○ ○ 
メディアの到達頻度 △   ○ ○   
メディアの到達地域 ○ △ △ △ ○ 
メディアの到達人数 ○   ○   △ 










チとフーコ (ーFoucault, Michel)やぺシュ (ーPêchux, Michel)などに代表される社会理論的言説分析のアプローチを比較
検討し、教育言説分析におけるマクロ－ミクロレベルの統合の重要性を指摘している(川嶋、1994)。 
(8)さきに若干ふれたが、本論においては「構築」という用語を、第Ⅰ部第1章において検討するバーガーらによって提


































 「知識社会学socioligy of knowledge」とは、「知識の社会的性格the social character of knowledge
を強調するパースぺクティヴ」である。知識社会学は、社会集団が知識の内容を規定するとみなし、
「知識として生成するものと知識として取り上げられるものwhat is generated as knowledge and 







































































































































































































































































































































1－(4) 日常的知識とその構造化 ―Ｐ・Ｌ・バーガーらの現象学的知識社会学― 




















































































































































るのである(Berger＆Luckmann, 1966, p.55)。 
 


































バーガーらによれば、物象化とは、「人間による人間的世界の客観化の一つの様式a modality of 
























































































































































































































































類別、ヴォイス、そして主体の構築との関係の基盤を作り上げたのである。(Bernstein, 1990, p.4)  
 
(提示した問題に共鳴しているという意味で)私が最も同質であると感じたイデオロギーの理論は、アルチュセールのそ

































































































  装置の類型 領域 機能 諸機関・装置 
抑圧装置 公的領域 物理的暴力 政府・行政機関・軍隊・警察・裁判所 





















































































































2－(3) 言説的主体化論の展開―M・フーコー ― 
 アルチュセールと同様にフーコ (ーFoucault,Michel)もまた、人間主義的＝近代哲学的主体概念に異




















































































































外的な手続き（言説空間外部からの統制） 禁止 分割と拒否 真理と虚偽の対立 










































































































































































































































































































































































判的言説分析 critical discourse analysis を提唱するフェアクロウ(Fairclough, Norman)は、「アルチュセール派による
主体の説明は、主体のイデオロギー的構築を強調し過ぎる嫌いがあり、このことと対応して、イデオロギー的実践の批
判・対置にかかわっていくこと engagementを含む、行為者agentとしての個人的もしくは集合的に行為する主体の能
















































































































 こうした問題意識から、バーンスティンはまず、｢公式言語formal language｣と「共用言語public 
language」として区別される、二つの異なった言語タイプを抽出する。共用言語の特徴として、バーンスティ
ンは以下の10点を挙げている(Bernstein, 1971, pp.42－3)。 
 
(1)能動態を強調する口語形態を伴った貧弱な統語構築をもつ、短く、文法的に単純で、しばしば未完結な文章。 





ら、想像してごらん？Just fancy?」「そりゃ当たり前だよ、そうだろ？It’s only natural, isn’t it?」「そんなの信じられるわけない
だろI wouldn’t have believe it.」。 
 50
(7)事実についての言述が、理由と結論の両方としてしばしば用いられる。あるいはより正確に言えば、理由と結論が断定的な
categoric言述を生み出すために混同される。たとえば、「いいから私が言うとおりにしなさいDo as I tell you」「しっかりつかま









































































































供は抽象的な単語をあまり使わないuse relatively few abstract words。だから抽象的な概念を扱うことができない、すなわち








































である。(Bernstein, 1971, p. 197－198)  










 1970年代初頭のイギリスにおいて、「新しい教育社会学new sociology of education」と呼ばれる新









































































































 このような議論をふまえたうえで、コードは以下のように定義されることになる(Bernstein, 1990)。 
 
 コードは、以下のものを選択し統合する、暗黙に獲得される規制的原理regulative principleである。 
(a) 適切な意味relevant meanings 
(b) 意味の実現形態realization form of meanings 






































































































































































































































































































































































































































































のは奇妙なことであると、バーンスティンは批判する(Bernstein ,1990, p.133)。 
第三の系譜は、従来の社会的・文化的再生産論の批判である。バーンスティンによれば、ボウルズ



































discourse」という二つの言説を埋め込む規則a rule which embeds two discoursesであると定義する
















































of intellectual production、②官制再文脈化領域official recontextulizng field、③＜教育＞的再文脈化








































































集団間の葛藤の現れそのものであり、主体の外にある external to subject ヴォイスを創り出す


































































で、諸文脈を超えた移転transfer across contextsは類似的推定analogic extrapolationを基盤としてのみ生じうる。垂直
的言説は区分的には獲得されえない。明示的に集積された象徴的構造へのアクセスを通じてのみ獲得される。そしてそ
れは特定の差異文脈化の諸規則を経由することによって生じ、明示的な再文脈化の諸規則(誰が何を、いつ、どのように




































































































































































































































































































































































































表第Ⅰ部結論―2  バーンスティン理論への収斂Ⅱ：イデオロギー的・言説的主体化論の系譜 
   論者名 権力の源泉 権力の媒介 権力の具現化装置 
L・アルチュセール 階級闘争 イデオロギーとその国家装置 呼びかけ―応答 


























































































































































































第Ⅱ部 実証的検討①  
              主体化装置としての育児雑誌メディア  
































































































































































































































は、全婦人雑誌中の首位を占めて 23～4万部のシェアを獲得し(昭和 4年：43 万部、昭和 6年：60万
部)、『婦女界』は 21万部(昭和 4年・6年ともに 35 万部)、『婦人世界』は 17～18万部(昭和 4年：17





表 1－(1)－1 分析対象雑誌の発行期間および発行部数 
 
明治期            大正期                       昭和戦前・戦中期 
『家庭雑誌』明治 29→31 年（発行部数不明）  
         『婦人世界』明治 39 年                           昭和8 年（大正後期 21 万部） 
             『婦女界』明治 43 年                                     昭和18 年（大正後期 18 万部） 
                  『主婦之友』大正 6 年                                   昭和20 年（大正後期 24 万部） 






人界』(明治 35 年 7 月創刊、金港堂)では、「育児法」(第 1 巻第 1 号)、「母親と子供」(第 1 巻 6 号)、
「育児と感化力」(第 1巻 11 号)と題された記事が、炊事・洗濯などの「家政」についてのさまざまな
記事と並置されている。そこで以下では、明治 30年代に登場した婦人雑誌『家庭雑誌』(1896〔明治




















えば、「子どもをもちし母の心得」(第 18 号、明治 26 年 11月 25 日)、「母と其の子」(第 46 号、明治
28 年 1 月 15 日)、「母親への注意」(第 79 号、明治 29 年 6 月 10 日)、「小児に対する母の注意」(第
97 号、明治 30 年 3月 10 日)などの記事にあるように、「育児」の主たる担当者は母親であった。 
では、母親によって担われるべき育児とはどのようなものであったのだろうか。例えば、「育児小話 














26 年 10月 25 日)、「両親と小児との愛」(第 67 号「家政」、明治 28 年 12 月 10 日)、「父親の心得」(第
72 号「家政」、明治 29年 2 月 25 日)と題された記事があることからも推察されるように、母親のみな
らず父親も育児の担い手として位置付けられていたのである。 
また、そのさいの教育方法としては、民主的なそれが推奨されていた。たとえば、「現今の家庭」(第


















































家庭生活を基礎として、其性能に適当せる社会的活動を為さんことを望み…」(第 1 巻第 1 号、明治








なれば理想的に母の愛情が円満なる発達を遂げる」ことができると主張する記事(第 1巻第 1号 明治
 84
























まで本誌名で存続し、第 5 巻(1924〔大正 13〕年)より『育児雑誌』へと誌名が変更された。さらに






































されていたのだろうか。以下の表 1－(2)－1は、『育児雑誌』全巻（第 1巻第 1号 1920〔大正 9〕年




表１－(2 )－1 記事内容別頻度と記事別再文脈化比率 
  
記事内容 
記事内容別頻度 オリジナル  再文脈化 再文脈化率 
妊娠・出産 23（2.0） 10（2.3） 13（2.2） 56.5％ 
栄養・食事 63（6.1） 29（6.4） 34（5.8） 54.0％ 
遺伝・優生学 10（1.0） 4（0.9） 6（1.0） 60.0％ 
医学・医療 224（21.6） 107（23.7） 117（19.9） 52.2％ 
教育論 202（19.4） 73（16.2） 129（21.9） 63.9％ 
家庭教育論 123（12.0） 63（13.9） 60（10.2） 48.8％ 
学校教育論 58（5.6） 18（4.0） 40（6.8） 69.0％ 
職業教育論 13 (1.3) 9（2.0） ４（0.7） 30.8％ 
性教育論 15（1.4） 2（0.4） 13（2.2） 86.7％ 
児童保護 95（9.1） 56（12.4） 39（6.7） 41.1％ 
児童環境 40（3.8） 17（3.8） 23（3.9） 57.5％ 
児童精神衛生 25（2.4） 6（1.3） 19（3.2） 76.0％ 
逸脱児童矯正 29（2.8） 13（2.9） 16（2.7） 55.2％ 
身体発達・鍛錬 56（5.4） 15（3.3） 41（7.0） 73.2％ 
知能発達 24（2.3） 8（1.8） 16（2.7） 66.7％ 
母性論・母性保護 26（2.5） 11（2.4） 15（2.6） 57.7％ 
夏期過ごし方 13（1.3） 10（2.3） 3（0.5） 23.1％ 
   計 1039（100.0）  451（100.0） 588（100.0） 平均：57.2％ 
＊（ ）内数値は％。数値は小数点第2 位以下を四捨五入 
 
まず、表 1－(2)－1 左から二列目に示した記事内容別頻度からみていこう。最も多く扱われたテーマは











児雑誌』「子は大事、國の柱となる双葉」第 7巻第 4号、1926〔昭和元〕年、8－9頁) 
上記言表にあるように、日本児童協会が目指したのは、科学的言説を基盤とした合理的な育児であ
った。こうした方針を基調とし、『育児雑誌』では、「科学に対する理解を我国婦人に要望す」(第 19
巻 昭和 13 年、工学博士隈部一雄)や、「我国婦人に必要な科学的知識の涵養」(第 19巻 昭和 13年、
文学博士野上俊夫)といった記事に象徴されるように、育児についての科学的・合理的知識を身に付け
ることの必要性が明確に説かれていく。その他にも、「食道及び気道の直達検査法」(第 2巻、1921〔大
正 10〕年、医学博士久保猪之吉）、「合理的な果物の食べ方」(第4 巻、1922〔大正 12〕年、医学博士
戸川篤次)、「乳児栄養に対する糖類の意義」(第 7巻、1926〔昭和元〕年、医学博士菅純次)、「優生学
上より見たる乳児保護」(第 8 巻、昭和 2 年、医学博士三野裕)、「児童精神発達の三重要時期」(第 9
巻、昭和 3年、哲学博士大伴茂)、「婦人とサナトリウム」(第 11巻 昭和 5年、医学博士清野博)、「入
学後の虚弱児童の取扱」(第 14 巻、昭和 8 年、医学博士奥藤重二)、「体質は先天的なりや後天的なり




よって説かれる、「長く母乳を飲ませるの害」(『婦女界』第 31 巻第 2 号、1925〔大正 14〕年)、「小
児の病気を予知する方法」(『婦人世界』第 15 巻第 7 号、1920〔大正 9〕年)、「赤ん坊を育てる母の






地を与えたい」(第 2 巻第 6 号、1921〔大正 10〕年 6 月 10 日)、「子供の立場に立って教育せよ」(第
3 巻第 4 号、1922〔大正 11〕年 4 月 10 日)、「道徳は自由の天地に育つ」(第 5 巻第 8 号、1924〔大





































巻第 8号)、「日本の母親が子供を育てる態度」(第 5巻第 5号、東京市教育課長藤井利誉）、「新入学児
童の母親にのぞむ」(第 5 巻、五味義武)、「母親の乳房から母性の魂が通ふ」(第 5 巻、医学士井上束)


































表 1－(2)－2 主な転載雑誌 
『日本教育』（28回） 『小学校』（15回） 『帝国教育』（15回） 『通俗衛生』（6回） 
『サンデー毎日』（11回） 『週刊朝日』（16回） 『児童研究』（10回） 『衛生』（18回） 
『日本学校衛生』（16回） 『教育論叢』（8回） 『幼児の研究』（10回） 『教育学術界』（10回） 
『社会事業研究』（9回） 『教育の世紀』（8回） 『コドモの研究』（8回） 『学校衛生』（8回） 
『親の為』（7回） 『教育研究』（7回） 『児科雑誌』（7回） 『全人』（7回） 
＊（  ）内は転載回数 
 
表 1－(2)－3 主な再録講演 
精道児童学会例会演説（8回） 大阪児童学会講演（7回） 児童衛生博覧会講演会（6回） 












































                                                  












医学士 42（18.8） 11（2.8） 5（5.3） 58（8.1） 
医学博士 135（60.3） 52（13.2） 31（32.6） 218（30.5） 
医師・歯科医 15（6.7） ― 2（2.0） 17（2.4） 
理学士 ― 6（1.4） ― 6（0.8） 
理学博士 ― 3（0.8） ― 3（0.4） 
文学士 2（0.9） 62（15.7） 3（3.2） 67（9.4） 
文学博士 ― 59（14.9） 3（3.2） 62（8.7） 
法学士 ― 2（0.5） 5（5.3） 7（1.0） 
法学博士・法医学博士 ― ― 7（7.4） 7（1.0） 
官公吏 10（4.4） 31（7.7） 11（11.6） 52（7.2） 
大学教員 ― 6（1.4） ― ６（0.8） 
高等師範学校教員 ― 38（9.6） ― 38（5.3） 
高等女学校教員 ― 14（3.5） ― 14（1.9） 
初等・中等学校教員 ― 23（5.8） １（0.9） 24（3.4） 
幼稚園・保育園教員 ― 9（2.3） ― 9（1.3） 
教育家 ― 7（1.8） ― 7（1.0） 
社会事業家 １（0.4） 11（2.8） ９（9.5） 21（2.9） 
作家・童話作家・詩人 ― 12（3.0） 3（3.2） 15（2.1） 
団体 6（2.7） １（0.3） 2（2.1） ９（1.3） 
その他 １（0.4） 15（3.9） 5（5.3） 21（2.9） 
不明 12（5.4） 34（8.6） 8（8.4） 54（7.6） 
記事内容別計 224（100.0） 396（100.0） 95（100.0） 715（100.0） 






























以下に掲げる表 1－(2)－5 は、日本児童協会新入会者の地域的分布を全国規模でみたものである(6)。 
 







































表 1－(2)－6 日本児童協会会員の地域別分布：近畿地方 















＊（ ）内値は％で、小数点第2 位以下を四捨五入。 
 
本表から読み取れるように、会員は大阪府・兵庫県の両府県に集中して分布しており、両府県合計











  表 1－(2)－7 大阪府・兵庫県における日本児童協会会員の職業カテゴリー別比率                             
 
＊団体を除く。数値は小数点第2 位以下を四捨五入。（ ）内値は％。「その他」に含まれる職業カテゴリーは、建築士、文筆業、画家など。 
         地域区分 
職業カテゴリー 大阪府 兵庫県 職業カテゴリー計 
会社員 195（31.3） 130（51.6） 325（37.2） 
官公吏 21（3.4） 10（4.0） 31（3.6） 
医師 138（22.2） 25（9.9） 163（18.7） 
弁護士 11（１.8） 2（0.8） 13（1.5） 
幼稚園教員 8（1.3） 5（2.0） 13（1.5） 
初等・中等・女学校教員 14（2.2） 16（６.3） 30（3.4） 
師範・高等・大学教員 3（0.5） 1（0.4） 4（0.4） 
助産婦・看護婦 6（1.0） 5（2.0） 11（1.3） 
自営業 165(26.5) 33（13.1） 198（22.7） 
資産家・地主・家主 55（8.8） 21（8.3） 76（8.7） 
その他 6(1.0) 4（1.6） 10（1.0） 
府県別計 622（100.0） 252（100.0） 874（100.0） 









体：8.7％〔76 名〕、大阪府：8.8％〔55 名〕、兵庫県：8.3％〔21 名〕を占める。次いで多くみいだされたのは官


















表 1－(2)－8 大阪府・兵庫県町村別の会員数（会員 20 名以上の地域）      
  




























次に、これら 9 地域における会員の階層的分布についてみていこう。以下の表 1－(2)－9 は、大阪府
の町村レベルで、会員数 20 名以上の地域における会員の職業カテゴリー別分布状況を示したものである。 
 
表 1－(2)－9 会員数 20 名以上の町村における職業カテゴリー別比率：大阪府 
 










医師 8 (17.0)  7 (15.6） 3(18.8)   2（13.3） 
会社員 23 (48.9)  7 (15.6） 11(68.8)   9（60.0） 
官公吏 1 (2.1)  3（6.7） 1(6.2) － 
幼稚園・初中等学校教員 － 1 (2.2） －  1 (6.7） 
自営業 8 (17.0) 9 (20.0） 1(6.2)   3 (20.0） 
地主・家主・資産家 5 (10.9) 17 (37.7） － － 
その他 2  (4.1) 1 (2.2） － － 
町村別計 47（100.0）   45（100.0）  16 (100.0)  15 (100.0) 

















表 1－(2)－10A 東成郡天王寺村会員：会社員の役職名・学歴〔役職・所属先判明率：74.0％〕 
 ㈱千代田生命保険大阪支部部長 ㈱山田商店取締役 ㈱帝国製糸取締役 
㈱大日本紡績庶務課長 ㈱大日本金属工業監査役 ㈱大阪瓦斯専務取締役 
㈱関西信託監査役/慶応義塾卒 ㈱大同生命保険常務取締役／東京帝国大学 ㈱大阪三品商事取締役 
㈱日本積善銀行頭取 ㈱宇治川電気取締役兼支配人 ㈱大日本紡織取締役 
㈱東洋製鋼商会取締役 ㈱大阪海上火災保険取締役 ㈱東成土地建物取締役 








表 1－(2)－10B 東成郡住吉村会員：会社員の役職名・学歴 〔役職・所属先判明率：90.9％〕 
㈱安全索道社長／中央大学法科卒 ㈱大阪昭和新聞社社長 ㈱住友ビルディング取締役 
㈱山一証券監査役／慶応義塾卒 ㈱千島土地監査役 ㈱千歳汽船取締役 
㈱杉村倉庫取締役／東京高等商業学校卒 ㈱浜口汽船取締役 ㈱丸永商店専務取締役 





表 1－(2)－10C 西成郡玉出町会員：会社員の役職名・学歴 〔役職・所属先判明率：57.1％〕 
 ㈱日本冷蔵監査役 ㈱大阪電燈製作所長 
㈱有馬パラダイス土地社長／中央大学卒 ㈱加賀織物取締役  
 









以下の表 1－(2)－11 は、兵庫県の町村レベルで、会員数 20 名以上の地域における日本児童協会会員
の職業カテゴリー別比率を示したものである。 
 
表 1－(2)－11 会員数 20 名以上の町村における職業カテゴリー別比率：兵庫県 













医師 1 (1.5)  2 (5.4) 2（9.5） 1 (6.3)  2（12.4） 
会社員  42（62.7） 26 (70.3) 13（61.9）   11 (68.7）  9（56.3） 
官公吏 3 (4.5) － － － － 
幼稚園・初中等学校教員  4（6.0） 2 (5.4) 1（4.8） － － 
地主・家主・資産家  5（7.5）   4 (10.8） －  1 (6.3) 1 (6.3) 
自営業  7 (10.3）  2 (5.4）  5（23.8）    3 (18.7） 4 (25.0） 
その他 5 (7.5) 1 (2.7) － － － 
町村別計  67（100.0）  37（100.0）  21（100.0）  16（100.0）  16（100.0） 
職業カテゴリー判明率 67.7％ 84.1％ 80.8％ 66.7％ 66.7％ 
＊（ ）内数値は％。小数点第二位以下を四捨五入。 
 






表 1－(2)－12A 武庫郡精道村会員：会社員の役職名・学歴 〔役職・所属先判明率：64.3％〕   
 
㈱大阪商業新報社長／早稲田大学卒 ㈱摂津製油監査役 ㈱丸紅商店取締役 ㈱天満紡績取締役 
㈱南海鉄道技術部第一課長／東京帝国大学卒 ㈱日英自動車製造監査役 ㈱住友伸銅鋼管検査部長 
㈱小西新兵衛商店監査役／京都帝国大学卒 ㈱大阪商船社員 ㈱柴原商店監査役 
㈱大阪晒粉取締役 ㈱金剛商会代表社員 ㈱木津川製作所取締役 
㈱久原鉱業監査役 ㈱藤田銀行検査役 ㈱日本郵船大阪支店長 
㈱日米鉱油代表取締役 ㈱武田長兵衛商店取締役 ㈱山葵商店代表 
㈱紀の川製糸専務取締役／大阪高等商業学校卒 ㈱三菱銀行神戸支店副長 ㈱山本商店取締役 
㈱大阪電球工務部長／東京高等工業電気化学科卒 ㈱住友伸銅鋼管社員 ㈱日本電力株式会社土木課 
㈱大阪朝日新聞社員／慶応義塾卒 ㈱共同信託常務取締役  
 94
表 1－(2)－12B 武庫郡住吉村会員：会社員の役職名・学歴 〔役職・所属先判明率：73.1％〕 
 ㈱安宅商会取締役兼支配人  ㈱日本レイヨン取締役／慶応義塾卒 ㈱辰馬海上火災保険監査役 
㈱吉田製薬所取締役 ㈱日華産業取締役／大阪高等商業学校卒 ㈱新高製糖常務 
㈱日海興業取締役／早稲田大学卒 ㈱近江貯蓄銀行取締役／第三高等学校卒 ㈱笠井商会代表取締役 
㈱大阪時事新報社経済部長／慶応義塾卒 ㈱田村駒商店副社長 ㈱住友製鋼取締役  
㈱大東貿易社長／早稲田大学商科卒 ㈱加島銀行常務取締役 ㈱東舞子土地取締役 
㈱山一証券監査役／慶応義塾卒 ㈱三十八銀行取締役 ㈱ヒシヒラ商会社長 







表 1－(2)－12C 武庫郡御影町会員：会社員の役職名・学歴 〔役職・所属先判明率：53.8％〕  
 
㈱野村證券相談役／大阪高等商業学校卒 ㈱三十四銀行主事兼出納課長 ㈱六甲越有馬鉄道取締役 
㈱摂津海上保険社長／東京高等商業学校卒 ㈱三十四銀行神戸支店勤務 ㈱百三十銀行副頭取 




表 1－(2)－12D 武庫郡西宮町会員：会社員の役職名〔役職・所属先判明率：63.6％〕 
 ㈱武庫銀行総務部長 ㈱多聞興業監査役 ㈱住友林業支配人 
㈱日本信託銀行常務取締役 ㈱西宮銀行取締役 ㈱帝国製糸販売課長 




表 1－(2)－12E 武庫郡魚崎町会員：会社員の役職名〔役職・所属先判明率：66.7％〕 
 ㈱井上酒造監査役 ㈱レナウンメリヤス工業監査役 ㈱北濱銀行監査役 





































ある非合理極まる迷信』(「出産の喜びある家に対して」『育児雑誌』第 2巻第 7号、1920〔大正 10〕












































































































り、会員には同誌が毎月 1 冊年間 12 冊（定価 一冊：郵税共 30 銭 6 冊：郵税共 1 円 60 銭 12 冊：郵税共３円）頒布されると
いうシステムになっている。なお、首藤（2004）によれば、大正中期大阪市の貧家の主婦による内職の相場は、鼻緒仕上げが 1
日分 100 足で 15 銭、提灯製造が 1 日分 50 個で 25 銭であり、下層市民の 1 日～2 日分の労働対価が『育児雑誌』一冊の誌
代に当たるという(首藤 2004、116 頁)。 
(3)例えば、「医療・医学」：「哺乳児の疾病及び予防法」（第 1 巻第 6 号、1920）・「閑却され易い子供の視力」(第 3 巻第 3 号、
1922)・「小児と呼吸器病」(第 4 巻第 9 号、1923)、「個性養護の教育」(第 2 巻第 5 号、1921)・「子供の立場に立って教育せよ」
(第 3 巻第 2 号、1922)・「人間を作るための教育」(第 9 巻第 1 号、1928)、「コドモのしつけ方」(第 4 巻第 2 号、1923)・「コドモ
の個性は家庭で育つ」(第 5 巻第 7 号、1924)・「家庭に於ける予習復習の指導」(第 5 巻第 4 号、1924)、「児童保護に関する国





































































































番組」が 14.9%、「新聞の育児欄」が 16.6%、「育児書」が 30.2%であるのに対し、「育児雑誌」は 48.7％
となっており、母親たちの育児雑誌の利用・接触度は、他のメディアと比してかなり高いことがわか
っている(村松 2001、113 頁)。 









表 2－(1)－1 育児知識・情報を得るのに役立ったもの 
        順位 
媒体 










































































































































るもの(『miki HOUSE Love』など)、以上四類型に大別することができる。 
では、どのような類型の雑誌がどれくらい規模で発行されてきたのだろうか。試みに 2000 年にお
ける各誌の発行部数をみてみると、①の類型に属する『マタニティ』約 12 万部、『バルーン』約 10
万部、『たまごクラブ』約 45 万部、②の類型に属する『ベビーエイジ』約 16 万部、『わたしの赤ちゃ



























































1969 年 10 月の『ベビーエイジ』の創刊以後、市場としての有望性を見込んで各社が育児雑誌業界







盛期には 32 万部であった『ベビーエイジ』が 17.5 万部へ、同様に『わたしの赤ちゃん』が 32 万部
から 17万部へ、それまで育児雑誌市場をリードしてきた各誌が軒並み発行部数を減らし、2000 年代
 102
に入ってからは、老舗的育児雑誌が相次いで姿を消した(『わたしの赤ちゃん』2002 年 5 月に休刊、
また、『ベビーエイジ』『プチタンファン』は 2003 年休刊)。 
これに対し、『ひよこクラブ』は創刊から 4 年後の 97 年に早くもピークを迎え、発行部数 34 万部
を数え、以後平均して 30 万部台の安定した発行部数で推移している。 
また『ひよこクラブ』誌の姉妹誌で「1～3歳児をもつ母親向けの育児雑誌」である『たまひよこっ
こクラブ』は、創刊時に 27 万部であったが、98 年以降は 20 万部台で安定した推移をみせて現在に
いたっている。こうした動きと反比例し、『たまひよこっこクラブ』創刊から 5 年間の期間( 1996～
2001 年)には、同類型の育児雑誌『プチタンファン』が 15万部から 14.5 万部へ、『Como』にいたっ






とりわけ『Como』誌は、その表紙に「いつまでもキレイなママ」って言われたい」(2004 年 10 月
号)・「今年ももっともっと！「きれいなママ」を応援します！」(2005 年 1 月号)と銘打ち、「キレイ
なママ」って言わせてしまおう！」(1999 年 8 月号)・「まだあきらめない！もう気後れしない！ママ








のであろうか。本論の分析対象育児雑誌 6 誌についてみてみよう(表 2－(1)－3)。 
婦人生活社編『ベビーエイジ』読者層の社会的カテゴリー別比率は、専業主婦：86％、常勤：8％、
自営業：4％、パート・フリー：1％(本データは 2002 年以降公表)(メディア・リサーチ・センター編 
2002、307 頁)、年齢別比率は、最も古い 84 年度データでは、20～24 歳：10.1％、25～29 歳：61．
3％、最新の 2001 年度データでは、20～24 歳：22.2％、25～29 歳：48.9％、30～34 歳：24.4％(前






143頁／1997、272頁)、年齢別比率は、最も古い 79 年度データでは、24 歳まで：25％、25～29 歳：









業主婦が主な読者層」(『ひよこクラブ』編集者インタビュ  ー 2001.12.26)である。同社編の『たまひ
よこっこクラブ』は、『ひよこクラブ』を読んでいる母親たちの子どもがさらに成長し、年零段階が上
がったさいに購読する雑誌で、同誌と連続性をもつ誌面構成となっている。読者層は、「3歳までの子
どもをもつ母親」で「平均年齢 27.8 歳」(メディア・リサーチ・センター編、2000)である。 
 




















































































にしよう。以下の図 2－(1)－4は、1947 年から 2005 年までの期間における年間出生数の年次推移と
本論での分析対象となる育児雑誌の創刊に関するデータを重ね合わせたものである。  




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2 は、70 年代の『ベビーエイジ』・『わたしの赤ちゃん』における掲載記事をまとめたものである。 
 
記事サンプル１：『ベビーエイジ』1970 年 9 月号「赤ちゃんの育て方 どっちがほんと？ほめるか叱るか」(75 頁－79 頁)  









































同様の記事としては、『ベビーエイジ』1972 年 10 月号「叱る・いつ、どこまでどうやって？｣(90













































































を育てよう」(1973 年 12 月号)や「赤ちゃんの言葉を育てるために」(1974 年 2 月号)と題する記事。
あるいは、「涼しく過ごす安全冷房 虫さされとおむつかぶれ」(1977 年 7 月号)と題する記事。言説
生産のエージェントは、大学教員 2 名・病院小児科医長 1 名である。また同様に、「赤ちゃんの安全





































































ある家系、知的人物と意志的人物の共にいる家系、階級は中流以上の家系」(1970 年 9月号、119 頁)
の条件にあてはまると述べている。同類型の言辞は、「知的成長を促す教育」(1970 年 7 月号)や「赤
ちゃんからの音感教育」(1970 年 2月号)「出生順位による子どもの性格と知能」(1970 年 8月号)、「や



















も部屋を紹介・提案する、「赤ちゃんのお部屋を考える」(1970 年 2 月号、11 頁)・「赤ちゃんのお部
屋 合理的にそして自由に」(1970 年 6月号、48頁)や、「さあ夏です。…自然に囲まれたセカンドハ
ウスでの涼しいそよ風、お家のクーラーのある部屋や、テラスや庭で赤ちゃんと快適な楽しい毎日を」





















2－(3) 育児雑誌上の育児言説の特性：1980 年代 
  次に 80 年代における商業育児雑誌上の育児言説の特徴についてみていこう。以下に挙げる記
事サンプル 3・4 は、80 年代の『ベビーエイジ』および『わたしの赤ちゃん』の記事内容をまとめた
ものである。 
 
記事サンプル 3：『ベビーエイジ』1986 年 5 月号「我が子を問題児にしない 3 歳までの基本的しつけって？」(75－9 頁)  
発言者： 母親読者（9 名）の投稿／M・S 氏（児童文学作家）／N・H 氏（イベント企画・教育問題関連のライター）／S・M 氏



































































































 次に、80 年代における母性や母親役割をめぐる育児雑誌上の言説についてみていこう。 

















































2－(4) 育児雑誌上の育児言説の特性：1990 年代以降 
  次に、90 年代以降の育児雑誌上の育児言説を検討しよう。以下に挙げる記事サンプル 5・6 は、
90 年代以降の『ベビーエイジ』および『わたしの赤ちゃん』の記事内容をまとめたものである。 
 





















記事サンプル 6：『わたしの赤ちゃん』 199５年１2 月号「3 才までは母親の手で育てるべきですか？」（141－148 頁） 
































































































人) にあるのだという視点が強調されている点にある。たとえば、『Como』1995 年 5 月号(No.59)の
「ほめてばかり しかれないママがふえている?」(91－97頁)と題した記事(発達心理・乳幼児心理学の




















































































































高校進学率に関しては、1960 年代の伸びが大きく、60 年代後半には男性の進学率を 1 ポイント程度
上まわるまでに至り、75 年以降は 9 割を超えて穏やかに上昇し 1997 年には 97％となった。また、
大学進学率に関しては、1970 年から 75年にかけ進学率が約 2倍になり(6.5％から 12.5％)、その後ゆ
っくりとした上昇傾向を示しながら 90 年代に入り、その増加率がさらに上昇した(1993年から 97年
までに 7 ポイント上昇)。一方、短大への進学率は、1965 年から 75 年代にかけての 10 年間で 6.7％
から 3倍にも上昇した(1975 年時点での短大進学率は 19.9％)。その後緩やかなカーブで進学率が上昇




































































インタビュ  ー 2002 年 12 月 27日)。実際、「インテリの母親にとっては、本誌は子どもっぽいという






＜第Ⅱ部第 2 章：註＞ 
(1)本章において商業育児雑誌とは、市場経済体制下において、発行部数・流通規模が市場の自由な競争メカニズムによって
左右される、広告を含む育児に関する多様な記事を掲載した雑誌媒体を指す。なお、『ベビーエイジ』誌創刊以前の 1966 年 1
月に、㈱赤ちゃんとママ社から『赤ちゃんとママ』誌が創刊されているが、本誌は創刊時より一貫して健康保険組合(2002 年度
では約 850 組合 全 23 万部：内訳 健保共済国保 21 万部 一般：2 万部)との契約による直販形態を採っており（メディア・リ
サーチ・センター編 2002、303 頁）、その流通が市場から比較的自律しているとの観点から商業育児雑誌と区別した。 
(２) 創刊当初の同誌には、これらの他にもアカデミックな言説が随所にみられる。例えば、70 年 10 月号では東邦大学小児科
助教授 M・A 氏／国立教育研究所 S・N 氏「赤ちゃんの問題 どっちがほんと？―遺伝か環境か？―」(75～79 頁)、東大助
教授 J・M 氏「子どもは三人がよい」(80～83 頁)、聖和女子大教授・黒田実郎「ママのための心理学・Ⅱ―乳児の精神発達―」
(87～90 頁)など。71 年１月号(通巻１２号)では、東京都立大学助教授（教育法学）J・K 氏／東京大学助教授（教育哲学）T・H
氏「育児対談―お母さん、もっとほんとうの勉強を― 赤ちゃんの教育権」(84～87 頁)、マードックの核家族論の紹介などを中心
とした東洋大学教授（社会学）T・K 氏／「核と核のむつみ合う新しい家族論・修正拡大家族とは」(88～90 頁)、大阪大学助教授










なものです。ここでは赤ちゃんの気質の特徴を次のような 9 つのカテゴリーからとらえています。」(126 頁) 80 年代の育児雑誌
上の言説は、後にみるような 90 年代以降における水平的言説化への移行期にあったということができる。 
(4)『ベビーエイジ』における 2000 年以降の記事タイトルをみてみると「育児不安みんなでのりきりバイブル」（2000 年 4 月号）、
「VS ジジババおつきあいクロニクル」（2000 年5 月号）、「よそんちパパの育児大問題」（2000 年6 月号）、「ママたちのちょこっ
とブルー」（2000 年 10 月号）など、本誌記事が基盤とする言説が、いっそう日常会話に近いものへと変化し、母親同士の水平
的な連帯・共感が指向されていることがわかる。また、こうした傾向は『わたしの赤ちゃん』にも同様にみいだせる。例えば、特集







































































































ん』は 1970 年代の前半に創刊され、2002 年(5 月号)まで刊行された、『ベビーエイジ』誌に次いで刊












出版年月 誌名 記事タイトル 
1969年12月 ベビーエイジ パパさん学級、いっしょにじゃぶじゃぶ 
1970年７月 ベビーエイジ うちのパパの育児への強力度は（読者座談会） 
1970年8月 ベビーエイジ 時間が不規則なパパ、育児はどうすればいいのでしょう？ 
1973年４月 ベビーエイジ パパの育児学講座 
1973年11月 わたしの赤ちゃん NOWな20代パパの素顔―ちょっぴり不安で、ちょっぴりうれしい― 
1973年9月 ベビーエイジ パパとママとおばあちゃまと意見が食い違うんです 
1974年2月 ベビーエイジ 僕は妻の支えになってやりたい（父親座談会） 
1974年2月 わたしの赤ちゃん パパも読んでください ―午後8時からはママタイムに― 
1974年3月 ベビーエイジ 実態調査：男の道はつらい？―現代パパの素顔―（アンケート結果より） 
1974年8月 ベビーエイジ 育児行動 実態調査：お隣のパパはどんなパパ？ 
1975年2月 わたしの赤ちゃん 若いお父さん座談会― わが子よ、未来のとびらは自分で開け― 
1975年5月 ベビーエイジ どうしましょう？生活時間がまるっきり違うパパと赤ちゃん！！ 
1975年8月 ベビーエイジ 現代父親考：今求められている‘父の座’変革の論理（座談会） 
1976年2月 ベビーエイジ 父親の行方を探る―戦後の大衆文化の中で、イメージアップされた母親像を追いながら― 
1976年2月 わたしの赤ちゃん パパ育児騒動記 
1976年3月 わたしの赤ちゃん 父親座談会 オレたちやっぱり親ばかさ 
1977年6月 わたしの赤ちゃん 父親のあり方―いま、もっと考えよう 先輩パパが語る現代父親学入門―  
1978年1月 ベビーエイジ 思ったよりも育児は大変だ―初めてパパと呼ばれた人の実感座談会― 
1978年2月 わたしの赤ちゃん 〝父親対談〟子どもの生活を見て思うこと 食卓こそ父と子の交流の場 
1978年3月 わたしの赤ちゃん パパの育児学 赤ちゃんを抱くのも我流です 
1978年5月 わたしの赤ちゃん 満点パパも減点パパもいます！わが家のパパの家事・育児協力度は… 
1978 年 6 月 わたしの赤ちゃん 座談会 いいところも悪いところももっとオヤジに似てほしい！！ 
1978年11月 ベビーエイジ 留守がちのパパだからこそ、育児相談のできる父親が欲しい 
1979年6月 ベビーエイジ おむつ替えすればいいお父さん？男の気持ち座談会 



















ば、「僕は妻の支えになってやりたい」(1974 年 2 月号)のように、母親を積極的にサポートする父親
たちの座談会記事や、あるいは研究者・学者・著名人などを交え、家族内における父親の位置を学問




















出版年月   誌名             記事タイトル 
1980年1月 ベビーエイジ 心強いパパが立ち会うお産 
1980年8月 わたしの赤ちゃん ママの原稿用紙から パパの育児協力度は？ 
1981年10月 ベビーエイジ お父さんたちはどうやって一緒に育児をしている？ 
1981 年 6 月 わたしの赤ちゃん 赤ちゃんのためにお父さんは何ができる？ 父親たちの父親論  
1982 年 5 月 わたしの赤ちゃん 心やさしい父親たちのほのぼの座談会 男にとっても子どもは、いとおしくてホッする存在ですね 
1982年８月 ベビーエイジ 我が家のパパは不在パパ 
1982年9月 わたしの赤ちゃん おたくは何点？ パパの育児参加度を採点しよう 
1983年1月 ベビーエイジ 子育てのなかのお父さん 
1983 年 6 月 わたしの赤ちゃん 育児・家事積極参加派のパパ、不参加派のパパ座談会 「父親の役割って何だろう」 
1983 年 7 月 わたしの赤ちゃん ママにも夏休みをあげよう パパの育児教室 
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1984年3月 ベビーエイジ お父さん、ぼくの世話もしてよ 
1984年７月 ベビーエイジ 赤ちゃんにとって〝お父さん〟ってなんだろう？ 
1984年12月 ベビーエイジ お父さん座談会 赤ちゃんを育てるって本当に大変ですね 
1985年3月 ベビーエイジ よそのお父さんどんなことしてるの？ 
1985年７月 ベビーエイジ ルポ パパの育児教室 二人で生みます、育てます 
1985年10月 わたしの赤ちゃん よその家でどんなかしら パパの育児協力 
1985年11月 ベビーエイジ パパとママの子育て戦争 
1985年12月 ベビーエイジ パパのにが手な育児･･････は？ 
1986年5月 ベビーエイジ 二人で子育てしたいのに 
1986年9月 わたしの赤ちゃん わが家のパパにはハナマルあげちゃいます おしめもかえて、掃除もこなす主夫は元気！ 
1986年12月 わたしの赤ちゃん 年末の家事＆育児は2人で乗り切ろう パパの力を引き出す10のコツ 
1986年12月 ベビーエイジ ママがつけた パパの育児成績表 
1987年6月 ベビーエイジ 現代パパ事情 
1988年1月 ベビーエイジ これが読者パパたちの育児宣言だ！／パパだって赤ちゃんにメロメロ！ 
1988年6月 ベビーエイジ パパを育児に巻き込む法教えます 
1988年7月 わたしの赤ちゃん パパの育児参加 わが家の場合 何もしないパパから満点パパまで 
1988年９月 ベビーエイジ 今どきのパパ・分類チャート／今どきのパパの育児・得意技／これは許して！の苦手技 
1988年10月 ベビーエイジ うちのパパは不在パパ！？ 
1989年1月 わたしの赤ちゃん 入門！ パパの育児塾 
1989年6月 ベビーエイジ まるごとっ！うちのパパ －いまどきのパパの実態―  
1989 年10 月 ベビーエイジ パパの逆襲－パパの気持ちもっと知りたいから－ 
 
 1980 年代において父親の育児参加はどのように語られたのであろうか。 
例えば、「うちのパパは不在パパ！？」(1982 年 8月号)、「赤ちゃんにとって〝お父さん〟ってなんだ
ろう？」(1984 年 7 月号)といった記事は、70 年代における「父親不在」をテーマとした記事を引き
継ぐものであり、その誌面は仕事が忙しくなかなか育児にかかわれない父親を嘆く母親たちのヴォイ
スで満たされていく。 
同様に、「心強いパパが立ち会うお産」(1980 年 1月号)、「お父さん座談会 赤ちゃんを育てるって
本当に大変ですね」(1984 年 12 月号)、「ルポ パパの育児教室 二人で生みます、育てます」(1985
年 7月号)、「これがパパたちの育児宣言だ！パパだって赤ちゃんにメロメロ！」(1988 年 1月号)など
の記事は、70年代における協働的育児スタイルの提唱を継承するもので、母親にとって理想的な父親
のあり方が提示される。 












う「パパとママの子育て戦争」(1985 年 11 月号)と題する記事では、子育てをめぐる夫婦の葛藤が露
わになってくる。他の同様の記事としては、「お父さん、ぼくの世話もしてよ」(1984 年 3月号)、「二
人で子育てしたいのに」(1986年 5 月号)などがある。 
85 年には、「男も女も育児を！連絡会」が「男だって欲しいもん！育児時間 3.10 集会」を開催し、







1990 年代以降における父親の育児参加― 一緒に子育てが当たり前 ― 
90 年代は、いわゆる「失われた十年」と呼ばれ、折からの不況を反映して失業率が増大した時期で







出版年月   誌名 記事タイトル 
1990年1月 ベビーエイジ パパの仲良し大作戦―忙しいパパだって仲良くなれる― 
1990年8月 ベビーエイジ 「集まれ 平成パパたち」－仕事第一の昭和パパ、二人で育児の平成パパ 
1990年11月 わたしの赤ちゃん ママが採点！！ パパの育児参加 お宅では？ 
1992年10月 ベビーエイジ ボクってパパ失格？―満点パパになる方法― 
1991年１月 ベビーエイジ パパの遊び方、あやし方教室 
1991年4月 わたしの赤ちゃん 新しい時代の父親像を考える 
1991年5月 ベビーエイジ パパの休日 理想と現実 
1991年6月 ベビーエイジ がんばれ！パパの育児 
1991年9月 ベビーエイジ パパのおするばん 
1991年11月 ベビーエイジ パパ改造講座―育児も家事もO．K．のスーパーパパに― 
1992年7月 わたしの赤ちゃん 育児分担、家事分担どのくらいやっている？ パパの育児参加 わが家の場合 
1992年９月 ベビーエイジ パパだって子育てエンジョイ！ 
1990年10月 ベビーエイジ 夫婦で子育てしたいね 
1993年6月 ベビーエイジ 平成版、これが男の育児だ 
1993年9月 わたしの赤ちゃん パパの育児参加 僕たちはこう思う 
1994年1月 ベビーエイジ 夫婦の力関係 となりの事情 
1994年4月 ベビーエイジ どうしてわかってくれないの？夫婦のすれ違い 
1994年5月 わたしの赤ちゃん お父さんとのいい関係、どう作られる？ 
1994年6月 ベビーエイジ パパママのこんな子育て失敗談 
1994年9月 わたしの赤ちゃん 読者ママのとっておき 「育児パパ」養成テク大公開 
1995年5月 ベビーエイジ パパの悩み せきららファイル 
1996年2月 わたしの赤ちゃん パパだって言いたいことがある！ 
1996年5月 ベビーエイジ パパの育児向上計画‘96 
1997年2月 わたしの赤ちゃん 〝いいとこどり〟ばかりのパパ育児をチェ～ック  
1997年6月 ベビーエイジ ママが総チェック 愛のパパ診断シアタ  ー
1998年2月 ベビーエイジ パパとベビーのラブラブ展覧会 
1998年6月 ベビーエイジ ○パパ ×パパ 珍パパ オン・パレード 
1998年6月 わたしの赤ちゃん 手伝ってくれないパパ 不満ですか？ 
1998年10月 ベビーエイジ 女（ママ）と男（パパ）のラブ＆バトル川柳 
1998年11月 ベビーエイジ パパ改造大作戦 
1999年6月 わたしの赤ちゃん いまどきパパの生態・実態を徹底報告！！ 
1999年9月 ベビーエイジ パパの育児時間大調査 
2000年6月 ベビーエイジ パパパパパラダイス―パパの本音＆横顔がゾックゾク～― 
2000年12月 ベビーエイジ ど～してこんなにズレてるのぉ！？「パパ」の理想と現実  
2002年2月 ベビーエイジ 平成パパホンネ座談会 お困りパパ改造計画 
2002年６月 ベビーエイジ ベビーエイジパパの本音育児ウォーズ  
 
 90 年代以降においても、「がんばれ！パパの育児」(『ベビーエイジ』1991 年 6 月号)、「パパ改
造講座―育児も家事も O.K.のスーパーパパに―」(『ベビーエイジ』1991 年 11 月号)、「パパの育児
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向上計画‘96」(1996 年 5 月号)、「パパ改造大作戦」(『ベビーエイジ』1998 年 11 月号)といった記
事からも明らかなように、70 年代･80 年代と同様に父親の積極的な育児参加を促す記事が目立つ。「や
っぱり、『お願い』と『話し合い』しか、理想のパパになってもらうしかないみたい」(「ママが採点！！






ゃん』1991 年 4月号、87 頁)ている、あるいは、｢最近なぜか育児に『協力的』なパパがいっぱい｣(わ














ファイル」(『ベビーエイジ』1995 年 5 月号)では、258人の父親に「育児の悩みはあるか」という質
問をしたところ、77％の父親が育児で悩んでいると答えたとの結果が記載されている。また、「ホン
ネ」という言葉に象徴されるように、父親たちは自ら育児のあり方や参加の仕方をめぐって本音を語
るようになってきた（「平成パパホンネ座談会 お困りパパ改造計画」(『ベビーエイジ』2002 年 2月









「夫の台所仕事「するのは当然だ」という意識は、1973 年には 56％だったものが、1988 年には 69％











また、2000 年以降の調査では、ベビーフード企業和光堂が、全国の 3 歳未満の子どもを持つ父親
と母親 600 名ずつ計 1200 名を対象に行った父親の育児参加に関する調査がある。同調査によれば、
「休日には父親の九割以上が子どもと遊んだり、お風呂に入れたりするなど、家事や育児に前向き」
であり、父親に家事、育児への参加について尋ねたところ、「平日も休日もしている」との答えが
















































































































すごく子煩悩だとカン違いしている、オメデタイパパです。」(『ベビーエイジ』1997 年 6 月号 第































いる。本基本方針は、「少子化への対応を考える有識者会議」(1998 年 12 月)の提言をふまえ、政府が
中長期的に進めるべき総合的な少子化対策の指針として策定されたものである。 






























































































時間は 1971 年に 2213時間であったものが、2002 年度に至っては 1841 時間までに減少している(厚




























































































































インタビュ  ー 2002年2月６日)。同編集部は、近年の父親がかつての父親よりもずっと育児参加をするようになったと
いう認識を示している。にもかかわらず、母親の不満が解消されていないという状況がなぜ成立しているのか。この状
況が成立する理由は、本章で掲げる「戦略としてのヴォイス」という視点から説明することができるのではないか。 









                       以前真とみなされていたものは、何ひとつとして真ではないという 
  こと     。以前には、聖ならざる、禁ぜられた、軽蔑すべき 

































































水平的言説によって具現化される共同体は、「文脈に特有の戦略が潜在的なたくわえ a potential 
reservoire を構築」する領域でもある。今日の商業育児雑誌上において支配的な水平的言説は、「エリ
ート主義やもっぱら権威主義だといわれる alleged authoritarianism 垂直的言説と戦うための参加に













































































年齢段階 ～9・10歳 10～15歳 14～20歳 21～25歳 25～30歳 30歳～ 











































































































でみじめであるunhappy because you have no friends or people to talk to」・「悲しく、ひとり過ごさ
ざるをえない(状況や一区切りの時間)(of a situation or period of time) sad and spent alone」とあり、
また、solitudeの項には「ひとりでいる状態、とくにこの状態に心地よさをみいだしている時the state 










Ein Hauptstudium der Jugend sollte seyn, die 
Einsamkeit ertragen zu lernen。それこそが幸福と心の平穏のみなもとだからである。―すべてこれらのことからいえ
るのは、ただおのれ自身だけにたより、おのれ自身がすべてのもののなかのすべてでありうるものが、もっともすぐれ


























































































にみられる(山田 1994、112 頁)。しかし、彼らが全就業者中に占める割合は、1920(大正 9)年にあっ
て 4.01％〔実数：106 万 7445人〕、1930(昭和 5)年にあって 6.7%〔実数：198 万 3874 人〕を占める








































































































































































































































































































































































朝日新聞 日経新聞 毎日新聞 読売新聞
 
＊『日本新聞年鑑』・『朝日年鑑』・『読売年鑑』・『雑誌新聞総かたろぐ』掲載のABC公査レポートを元に作成。 
   ＊四紙の完全なデータを得られるのは1979年以降であるため、図表は当該年からのデータに基づいて作成している。 
 150
1979 年以降、『毎日新聞』をのぞく三誌に発行部数の増加が確認される。1979 年時点と 2005 年時
点の発行部数を比較すると、『朝日新聞』は 1.2倍、『日本経済新聞』は 2.7倍、『読売新聞』は 1.3倍
に発行部数を伸ばしていることがわかる。また、近年(1995 年以降)の発行部数の推移をみてみると、
最も発行部数の多い「読売新聞」では 600～610 万部程度の間を推移、次いで発行部数の多い「朝日
新聞」では 440～460 万部程度の間を推移、「日本経済新聞」では 280～300 万部程度の間を、「毎日

























































































































































































下の表の左側の欄で「朝 451224」とあるのは、朝日新聞 1945年 12月 24日付けの記事であることを
示している。同様に「読」は読売、「毎」は毎日、「日」は日経新聞であることを示す。 
  
























































































































記事No. 表 1－(2)－3 1945－59年『毎日新聞』クリスマス習俗関連記事一覧 
毎531217 近づいたクリスマスと歳末売り出しに血道をあげる都内盛り場のキャバレー、バーなどの遊興場は、…あの手この手
の大競演を繰り広げ…各店ともクリスマス・イブの豪華さをしのばせる構えだが客足も減り、バンドマンだけがいた

































































東西狂騒曲 前夜祭家庭へ移る あて外れのキャバレー」〕 


















































































4 は、60 年代における新聞各紙のクリスマスをめぐる言表をまとめたものである。 
 























































































スマスは一段と盛況になりそう。〔「あす サンデー・イブ 家族パーティーふえる バー、キャバレーはあきら
め顔」〕 















































































1－(4) 70 年代におけるクリスマス習俗をめぐる新聞報道：1970－79 年 
次に、70年代におけるクリスマスをめぐる新聞報道から、当時のクリスマスをめぐる人々の動向を
再構成していくことにしよう。以下の表 1－(4)－1・2・3・4 は、70 年代における新聞各紙のクリス
マス報道記事をまとめたものである。 
 
























































者たちが〝聖なる夜〟を踊り明かすディスコへ。〔「夜の街に「イブ」は消え ファミリー万歳 この10年」〕 
＊73・76年は、クリスマス期における消費行動の関連記事なし。 
 
記事No. 表 1－(4)－3 1970 年代『読売新聞』クリスマス習俗関連記事一覧 
読701225 二十四日夕。会社帰りのサラリーマンはケーキと共に去り、文字通りマイホーム・イブ。〔「ダイヤモンド・イブ」〕
読711224 「敬けんな祈りの日が、日本ではきらびやかなコマーシャルに乗って、おとなが騒ぐ日になっている。〔「ことし





読711225 過激派テロ 市民に挑戦 イブの新宿〝ツリー爆弾〟爆発」 
読721225 日曜日のクリスマスイブ。…早朝から土砂降りの天候。…東京の盛り場はいずれも人通りが少なく、…しかし、デ
パート…家族連れが増え始め…売り上げの方も「まあまあのところまでこぎつけた」という。 















読791224 「サンタ四苦八苦のクリスマス デパート超満員 ちびっ子熱気サイフに冷気」 
 
記事No. 表 1－(4)－4 1970 年代『日本経済新聞』クリスマス習俗関連記事一覧 
日711225 「血ぬられたイブの新宿 交番爆破事件」 
























































1－(5) 80 年代におけるクリスマス習俗をめぐる新聞報道：1980－89年 
 続いて、80年代のクリスマス期における人々の消費行動を、新聞報道をもとに追っていこう。以下
の表 1－(5)－1・2・3・4は、80 年代における新聞各紙のクリスマス報道記事をまとめたものである。 
 
記事No. 表 1－(5)－1 1980 年代『朝日新聞』クリスマス習俗関連記事一覧 
朝801222 おとなも子どもも目の色を変えてのおもちゃさがし―…デパート側は「クリスマスから正月にかけて家族が一緒に




段落した形だが、この日はクリスマスプレゼントを求める親子連れでにぎわった。(「Xマス・サンデ  ー 〝親サ
ンタ〟渋い顔」) 
朝821225 クリスマスイブの二十四日夜、東京都内のターミナルは、「ホームクリスマス」でいつもより早めに帰宅する人た















分、東京・銀座で とのコメント入りの銀座アーケード街の写真 腕を組んだカップルが二組） 
＊84・87年は、クリスマス期における消費行動の関連記事なし。 
 















毎891225 新宿三井ビルでは…「クリスマス・ウィンドウアート・コンクール」（「イブの夢 素敵な贈り物」） 
＊86・87年は、クリスマス期における消費行動の関連記事なし。 
 





















































1－(6) 90－2000 年代におけるクリスマス習俗をめぐる新聞報道：1990－2005 年  
では、90年代以降、クリスマスにおける人々の消費行動は、どのように変化したのであろうか。以
下の表 1－(6)－1・2・3・4 は、90 年から 2005 年までの期間における新聞上のクリスマスをめぐる
報道記事をまとめたものである。 
 


































記事No. 表 1－(6)－2  1990 年代以降『毎日新聞』クリスマス習俗関連記事一覧 

















毎001223 99年とほぼ同一内容の記事 「ミレナリオ点灯 丸の内」 
毎011225 2000年とほぼ同一内容の記事 「鮮やかに光のアーチ」 
毎021225 2001年とほぼ同一 「うっとり光の回廊 東京ミレナリオ」 
毎0312225 2002年とほぼ同一 「今年も都心に光の海」 
毎041225 2003年とほぼ同一 「都心に光のゲート」 
＊92・94・96・97・2005年は、クリスマス期における消費行動の関連記事なし。 
 















高級ホテル ダンスパーティー人気 中高ジュリアナ現象」） 




















読041225 2003年と同様の記事 ｢400メートル 光の回廊｣ミレナリオ 家族連れやカップルらが･･･  
＊94・96・97・99・2002・2005年は、クリスマス期における消費行動の関連記事なし。 
 
























高が二億円に達するとみている。（「ネット上の商戦活発に eクリスマス アクセサリーなど人気」） 
日001205 インターネット上でのクリスマス商戦が活発になってきた。…配達にサンタクロースを登場させるなどのサービス
にも力を入れ、クリスマス商戦を契機に消費者向け電子商取引(EC)の普及に弾みをつけようとしている…（「クリ






日021225 「オフィス街に光の回廊 丸の内」＊東京ミレナリオに関する記事 
日031202 12月に入り、玩具売り場ではクリスマス商戦が本格化…メーカーや小売店は男児向けではテレビ番組に登場する
ロボット玩具、女児向けではディズニー商品など定番に期待をかけている。（「定番に回帰 Xマス玩具商品」）
























































以下の表 1－(7)－1 は、終戦直後から 2005 年までの期間、新聞各紙に掲載された広告上の主な言
表をピックアップし、年代ごとにまとめたものである。 
 
表 1－(7)－1 新聞各紙掲載のクリスマス関連広告 
 終戦直後～50年代〔1945～1959年〕 
朝481225 Xマス雑貨デ  ー 〔日本橋高島屋〕 
朝481221 Xmasプレゼントの御用は はっとり和光 銀座・すきや橋通  
朝491204 Xマスセール 毛織男子背広  婦人オーバ  ー 子ども服とオーバ  ー 〔白木屋・日本橋〕 
朝491218 Xmas 御贈答に！御家庭に！ 〔松坂屋・上野〕 
朝491220 本日初日 ターキー水の江瀧子 渡辺弘と楽園スターダスターズ 恋のクリスマス 〔日本劇場〕 
朝491220 Xマスセール 御婦人向け 紳士向け 御子様向け  〔白木屋・日本橋〕 
朝501221 Xマスの贈り物 贈って必ず喜ばれるお子様向け好適品 〔松坂屋・上野〕 
朝501206 クリスマスセール どなたにも喜ばれる 御婦人に 殿方に お子様に 〔東横・渋谷・池袋〕 
朝501209 クリスマス 歳暮大売出し 婦人子供既製服大売出し中 〔秋葉原デパート〕 
朝501214 Xマスセール 御婦人に 殿方に お子様に  〔松坂屋・上野・銀座〕 
朝501219 Xマスのプレゼントは？ 男の方へ 女の方へ 坊ちゃんへ 嬢ちゃんへ 〔高島屋・日本橋〕 
朝511220 Xマスセール 御婦人に 殿方に お子様に  〔白木屋・日本橋〕 
朝511221 クリスマスプレゼントに！ 紳士ウールマフラ  ー 婦人ウールマフラ  ー かるた・双六セット 〔三越・日本橋〕 
朝511224 今日のプレゼントは！ 男の方へ 女の方へ お子様へ 〔白木屋・日本橋〕 
読511220 クリスマスセール お値頃な、気のきいたプレゼント 〔白木屋・日本橋〕 
朝521211 高島屋のクリスマスプレゼント 親しいお友達に 御家庭の皆様に 〔高島屋・日本橋〕 
朝521224 楽しいクリスマスイブにプレゼントを 紳士洋品 婦人洋品 おもちゃ 〔高島屋・日本橋〕 
朝521211 楽しいクリスマスが近づきました お子様向け 御婦人向け 紳士向け 御家庭向け 〔東横・渋谷・池袋〕〕 
朝521219 クリスマスのプレゼントに 紳士セータ  ー 紳士靴下 〔松坂屋・銀座〕 
朝521220 クリスマスのプレゼントに！ 紳士背広服 婦人子供服 〔三越・日本橋〕 
朝521220 雑貨カーニバル お坊ちゃんお嬢ちゃんのXマスプレゼント 〔高島屋・日本橋〕 
朝521224 銀座名物 Xマスセール 混み合いますからお買い物は午前中に 新しい百貨店 〔小松ストアー〕 
朝531219 クリスマス・プレゼントには おもちゃ のりもの 文房具 〔三越・日本橋・新宿〕 
読531219 クリスマス・セール お若い方々に 可愛いお子様に ご家庭に 〔松屋・浅草〕 
読531219 全館歳末大売出しクリスマス雑貨祭 ほんとうに心の温まるプレゼントはこの中から― 〔三越〕53 
朝531221 クリスマスセール 紳士・婦人向けマフラ  ー 〔三越・日本橋／新宿〕 
朝531222 いつまでも愛される Ｘmasプレゼント イヴのお買い物 紳士・婦人革手袋 〔東京デパート・新橋〕 
朝531223 クリスマス雑貨祭 御子様 婦人 紳士 〔高島屋・日本橋〕 
朝531224 きょうはよい子へＸマスプレゼント 〔上野松坂屋〕 
朝531224 三越のクリスマス・プレゼント用品！ おもちゃ のりもの 文房具 〔三越・日本橋・新宿〕 
朝531220 クリスマスの贈り物に！ オンワード紳士服大会 婦人スエーター〔松屋・銀座〕 
朝531224 今日はクリスマス たのしい夢をプレゼント パパには･･･ママには･･･妹や弟には･･･お友達には･･･〔渋谷・池袋東横〕
朝531224 メリークリスマス 心温まるプレゼント 殿方には･･･ ご婦人には･･･ お子さまには･･･ 〔大丸〕 
朝531224 喜びをみんなで分け合うクリスマスイブ お子さまへのプレゼント お父さまへのプレゼント お母さまへのプレゼ
ント お年寄りへのプレゼント 〔池袋西武〕 
朝541211 クリスマスセール 紳士・婦人・子供向け 〔三越・日本橋〕 
朝541213 クリスマスセール 三越の洋品 紳士・婦人・子供向け 〔三越・日本橋〕 
朝541216 Xマスの御贈答好適品 紳士・婦人・子供向け 〔東横・渋谷／池袋〕 
朝541216 よろこばれるXマスプレゼント 紳士・婦人・子供向け 〔松屋・銀座〕 
読541217 おこさまのおくりもの 冬の支度はたのしい売り場で こどもの国〔伊勢丹・新宿〕 
朝541218 うれしいクリスマスプレゼント 紳士・婦人・子供向け 〔三越・日本橋〕 
朝541220 楽しい思い出…クリスマス・プレゼントはこの品々で･･･ 御家庭向けの贈り物 お子様への ご婦人への 紳士向け
のおくりもの 〔松坂屋・銀座〕 
 168
朝541223 いよいよ明日はクリスマス・イーブ キャンドルの灯の下で贈り物のリボンをとくたのしさ お子様へ 御婦人方へ 
紳士方へ 〔高島屋・日本橋〕 
朝541220 Xマスのプレゼントは何かしら 贈り物には大丸の品 お子様向けプレゼント好適品 〔大丸・八重洲〕 
読551211 お坊っちゃま・お嬢さまへのクリスマスプレゼントは！三越の優秀品 〔三越〕 
読551211 クリスマスは銀座から 皆様の松屋から 御家庭への贈り物 〔松屋・銀座〕 
読551224 Ｘマスイーブ(ママ)のプレゼント 元気なお坊っちゃまへ かわいいお嬢ちゃまへ お母さま お姉さまへ お父さ
ま お兄さまへ  〔三越〕 
朝561222  わッ、すごい！7メートルの巨人サンタが１階ホールで坊っちゃま、嬢ちゃまをお待ちしています。クリスマスお子
様デ  ー 〔高島屋 日本橋〕 
朝561216 クリスマス・セール 三越の優秀な御贈答用品！ 〔三越・日本橋／新宿／銀座〕 
朝561216 全店クリスマスセール 今日の日曜はタカシマヤへ 紳士方の 御婦人の お子様のプレゼントに 〔高島屋・日本橋〕
朝561222 Xマスイブのプレゼントは松屋で おとぎの国のように楽しいクリスマスのプレゼントを山程！ 〔松屋・銀座〕 
読571222  ご家族お揃いで 今日はどうぞシロキヤへ 全店クリスマスセール 〔白木屋 東京日本橋〕 
朝571209 わぁーすてき！若い方への贈りもの クリスマスセール 〔伊勢丹・新宿〕 
毎571223 全店X’マスセール 聖夜に灯すあなたのプレゼント 殿方、ご婦人、ご家庭向のセンスあるセット品を数多く取揃え
ました。〔西武百貨店〕 
朝581224 今夜はイブ 若い人へプレゼント 楽しいイブはみんな揃ってプレゼントを交換しましょう 〔伊勢丹〕 




朝591223 明日はイブ・銀座へお出かけください ティーンとB・Gへのプレゼント特集…  〔松屋 東京銀座〕 
朝591216 若いセンスで選んだクリスマスギフト ジュニアの方へクリスマスの夢を贈る あふれる若さを祝福した 魅力のク
リスマスギフト 〔三越・銀座／日本橋／池袋／新宿〕 
朝591221 会社が終わってからクリスマスのお買物 弟さん・妹さんへのクリスマス お友達へのクリスマス お父さま・お母さ
まへのクリスマス  〔高島屋〕 
 1960年代〔1960～1969年〕 
朝601207 クリスマスが やわらかく光る 新作婦人セーターセール 〔松坂屋・上野〕 
朝601210 クリスマスシリーズ NO.13若い冬のべストセラーズ 若い人の人気をさらっている冬のおしゃれをあつめました 
〔高島屋・日本橋〕 
朝601221 今年のクリスマスはおうちで迎えましょう ご家族お揃いでかこむイブの食卓のおいしさ 〔三越・日本橋〕 
朝601222 あさってはクリスマスイブ 都心のムードあふれたすてきな品 素敵な彼へプレゼント 美しい彼女へ贈り物 〔そご
う・有楽町〕 
朝601223 クリスマスの幸せを祈って ギンザマツザカヤのクリスマスギフト 〔松坂屋・銀座〕 
朝611220 若い人へのクリスマスプレゼント オシャレにきれる
．．．
 若いペアには？ 〔松坂屋・上野〕 
朝611221 「ベビーのファーストクリスマス つぶらなひとみに映っている わかるかい？初めて迎えるイブのともしび 来年
は言えるね パパとママといっしょに《メリークリスマス》」 〔伊勢丹・新宿〕 
朝611221 明日のイブは日曜日 忙しいパパもいっしょに ご家族そろっておうちで楽しく迎えましょう 〔三越・銀座〕 
毎611224 「きょうはわが家でイブを楽しく…西武で《よい子の夢》をお選び下さい。」〔池袋西武百貨店〕 
日621219 クリスマスには一家に一羽でファミリー・パーティ  ー ひな鳥の丸蒸し焼き 〔鮒忠〕 
朝621212 クリスマスセール 彼から彼女への贈り物 いつの時代でも いちばんはなやかで いちばん贈り物らしい贈り物は 
若い紳士が若い淑女に贈るプレゼントです 〔高島屋・日本橋〕 
朝621216 クリスマス・グランドセール 彼のおしゃれポイントをご存知ですか？ デートにショッピングに池袋へいらっしゃい
ませんか 〔西武・池袋〕 
読621216 彼女から彼へプレゼント あなたのプレゼントに眼をかがやかせる彼… 〔高島屋〕 
朝621223 恋人どおし（ママ）贈り物の交換！クリスマスが素晴らしいものになります タカシマヤの包装紙はお互いの愛情と信
頼をさらに深めます 〔高島屋・日本橋〕 
朝631212 ホステスはセーター姿のママ ホームクリスマスにカクテルセーターとラウンジウェア 〔大丸・八重洲〕 
読631221 24日サンタになられる方にないしょ話を[…]まだ小さかったパパ ママがいちばん大事にしたものータカラモノにし
ていたものーそれは、おもちゃだったハズです［伊勢丹］ 
朝631216 サンタクロースは家庭に来ます みんなでファミリークリスマス 〔高島屋・日本橋〕 
朝631216 若いグループのイブがはじまる･･･ 〔コミヤ・川崎〕 
朝631221 全店ファミリークリスマスセール クリスマスを楽しく 聖夜 そのテーブルに〔伊勢丹・新宿〕 
朝631221 サンタになるパパにプレゼントのヒントをお教えします 〔大丸・八重洲〕 
朝631221 彼から彼女へ そして私からあなたへ しあわせの二人のうえに輝く イブをいっそう楽しく･･･〔さいか屋・川崎〕
日641223 楽しいイブのご準備は… ファミリー・クリスマス… 〔三越〕 










朝661219 クリスマス・ギフトにイブの幸せを託しましょう 恋人とふたりだけのロマンチックなイブ 親兄弟そろってなごやか
に過ごすイブ･･･イブにはそれぞれの願いをこめて贈り物を交し合いたいもの 〔三越・日本橋〕 
朝夕661223 「ご家庭でイブを＝クリスマスデコレーション お子さまをかこんで みんなで楽しいホームクリスマス…」〔松坂屋
東京上野／銀座〕 





日681223 タカシマヤ バラ色のファミリー・クリスマスセール 〔高島屋〕 
朝681205 GINZA愛のクリスマス…チャリティバッグであなたのあたたかい愛の手を差しのべてください 恵まれない人たちに
楽しいクリスマスや新しい年を迎えていただくために･･･ 〔三越／松坂屋／阪急／松屋・銀座〕 
朝681218 幸せをつかむ―クリスマス・ヤングギフト あなたから―彼女に愛をこめて あなたから彼女に信頼をこめて ＊中央
に若い男女の写真 〔西武／池袋・西武〕 
朝691204 もうすぐ、オシャレなクリスマス 寒い木枯らしが吹くから―＜若い＞あなたは行動派。 〔キンカ堂／池袋・川口・
静岡・深谷・熊谷〕 
朝691222 12月24日、彼がひそかに期待しているもの ♥ 愛のプレゼント集♥  〔阪急／数寄屋橋〕 
日691224 クリスマスホームパーティ  ー 東芝ランプ ご家族そろって楽しいクリスマス。ホームパーティーは、ムードある東芝
ランプで 〔東芝〕 
 1970年代〔1970～1979年〕 
朝701201 若いパーティドレス ほら！とっても行動的なこの冬のあなた 親しい仲間だから？おしゃべりに夢中だから？ 楽
しいクリスマスセール〔松坂屋／上野〕 
朝701205 PARCOのクリスマスは銀色の恋 12月24日まで〔PARCO／池袋〕 
読711207 二人のイヴをどこか遠くで過ごしませんか。山の教会で祈れたら、都会から脱出して「メリークリスマス」を交わせた
ら 〔日産自動車］ 
日701221 パパにママにボクに恋人に･･･！！ すてきなクリスマスプレゼントが揃ったマツザカヤ 〔松坂屋 東京銀座〕 
日701224 ファミリーの街 新宿クリスマス 新宿大通商店街 ＊歩行者天国の写真から  
朝711203 何を着て行こうかしら…彼にさそわれたクリスマスパーティの夜 〔松坂屋・銀座〕 
朝711211 世界はひとつ クリスマスは愛 〔三越・日本橋〕 
朝711217 若者の立場を考える！パーティ、スキー、忘年会、恋人にX‘マスの贈り物。パンチLast Bargain  若者のクリスマ
ス 〔東急・渋谷〕  ＊平凡パンチ誌とのタイアップバーゲン 
朝721216 ファミリークリスマスに光をそえる贈りもの 〔三越・日本橋〕 
日721221 愛する彼女へ 愛する彼氏へ キリスト教徒でもないのにメリー・クリスマス、でも、世の中、腹立たしいことが多い
のです。新日本的お祭りの日と考えましょう。音楽があって、歌があって、おサケがあって、そんなステキな夜に、愛
を込めたプレゼントを交換したら―もう最高ですね。愛していたらメリークリスマス 〔松屋 銀座・浅草・横浜〕 
朝721223 あしたはイヴですね。努力しないでパパ株を上げる方法があります。 〔伊勢丹・新宿〕 
日721224 有利さで選ぶなら―証券貯蓄 ファミリークリスマス  〔野村大和山一日興証券〕 
日731220 顔が揃って メリークリスマス 彼から彼女へのプレゼント 彼女から彼へのプレゼント ご家族で楽しめるユニー




読751218 友だちつくる日クリスマス クリスマスは心と心を寄せ合う日。心にしっかり友だちをきざみ込む日。〔東武百貨店 東
京池袋〕 
日751215 デ・ラ・レンタのドレス、…世界の逸品で祝う華麗なクリスマス。 〔三越・日本橋〕 
朝751219 やさしさをいっぱいにつめこんだプレゼントでお子さまとともに《愛のあるクリスマス》を迎えて下さい。〔トミー〕
日751224 家族揃って、楽しいイブ… サンタの秘密の倉庫、おもちゃの街で、プレゼントの用意をお忘れなく 〔東武百貨店〕
朝夕761208 いまからなら、間に合うかもしれない。手づくりクリスマス。…なにから何まで、いっさいがっさい、まごころこめた
手づくりパーティ。… 〔西武百貨店 東京渋谷〕 
朝夕761209 彼のポケットに恋のキューピッドを送りこめ。彼にはあなたというひとがいるということを忘れさせないために、小粋
な小物を贈ってみませんか。なにげなくポケットに手を入れるとそこにあなたがいる、なんて考えてみただけでもステ
キ。… プレゼントは最も自然な愛の表現である。西武のクリスマス 〔西武百貨店・東京渋谷〕 
朝夕761216 PARCO X’mas Gift 二人で選ぶ今年のプレゼント 〔PARCO 東京渋谷・池袋〕 
朝761223 クリスマスのデカンタ。ふたりでワインを。マンズワイン〔キッコーマン〕 
 170
朝夕771216 ドキドキすること見つけない！？ルミネの熱いクリスマス さあ、イブまであと8日 〔ルミネ 東京新宿〕 
読夕771217 クリスマスがやってくる。松坂屋のイブ。お子さまにとってクリスマスは楽しいひととき パパサンタのおくりものを
期待しています 〔松坂屋 東京上野〕 
朝夕771220 坊主の歓声が聞こえる。娘の笑顔が見える。 〔松屋 東京銀座〕 
朝夕781215 手づくり・クリスマス・いろいろ予約は お早目に、お母さまマデ（ママ）。〔新宿伊勢丹〕 












毎夕801212 熱い視線を集めて、お買い得もクライマックス！クリスマスセール 〔alpa〕  
毎夕801217 Family X’mas 今年も見たいな、うれしい笑顔 愛のギフトセール 〔大丸〕 
朝夕801217 誰に贈ろうか、私のこころ。全店クリスマスセール 数奇屋橋阪急 〔東京・銀座〕 
朝801223 うきうき飾る、みんなで飾る…さあ、ご家族みんなで、メリー・クリスマスケーキ！ 〔不二家〕 





読821217 イブの夜。恋もワインも豊作です。サントリーワイン 〔レゼルブ〕  
朝夕831215 忘れられないイブにしよう。HELLO XMAS 楽しい夜を、もっと楽しくするために、センス際立つパーティドレス






朝夕841212 彼女のサンタクロースは、あなたなんですよ。〔DeBeers ダイヤモンド〕 
朝夕841214 キラリと光る聖夜を君に。イブの夜、何より輝くものを愛する人に贈りたい。〔ティファニー〕 
朝夕841219 プランタンは、全館エンジェルのための、ギフトのワンダーランド。彼をさそって探検しましょう。きっと彼は、あな
たのステキなサンタになってくれますよ。 パリ生まれのデパート 〔銀座プランタン〕 
朝夕851216 くらし色々、十人十色。…ぎんざクリスマスGIFT BOXバザール 〔三越・銀座〕 
毎夕85124 地上で愛が行きかう日。〔日本橋高島屋〕 
毎夕851205 きまったね…。クリスマスエンジェル！！ クリスマス大作戦 彼のハートをキャッチする、ときめきイブ。…MY 
CITYは、いまわくわくクリスマス！ 〔新宿MY CITY〕 





朝夕871218 恋人たちのリクエストプレゼント 欲しいものは、This  〔上野松坂屋・京王・東武百貨店〕 
読 881214 楽しいフリをしていたら、ホントに楽しくなってきた。クリスマスには、ロマンチックが必要だ。恋人たちのクリスマ
スに必要となるのは、ロマンチックな夜にふさわしい空間です。〔セゾンカード〕 
朝881216 クリスマス大好きな人とゲレンデに行きたいね。  〔Victria〕 
































です。クリスマスプレゼントとして、あなたの愛する人に贈ってみませんか。 〔東芝 carrots〕 






























「ベビーのファーストクリスマス つぶらなひとみに映っている わかるかい？初めて迎えるイブの 
















70 年代に入ると、「ママに、ボクに、恋人に…！」(日 701221)や「愛する彼女へ 愛する彼氏へ…
愛していたらメリー・クリスマス」(日 721221)といった、クリスマスと恋愛が明確に接合された言表
にあるように、恋愛している人々をクリスマスにおける消費活動に引き込もうとする、恋愛とクリス
マスを結びつける広告が次第に登場し始める (同様の言表としては、日 731220・朝 761209・朝
761216)。クリスマス期における消費主体として青年や恋人(異性間カップル)を位置づけようとする




















































































 戦後間もなくの 1945－49 年の時期では、新聞の頁数自体が少なく、広告も数少ないことが特徴的
であるが、1950 年代に入ると急激に広告数が増大していく(全 467 件)。その対象別内訳についてみて
みると、「紳士・婦人・青年・子ども」を対象とした広告が最も多く 208 件、これに続くのが「子ど
も」を対象とした広告で 142 件、以下、「紳士・婦人」を対象とした広告 91 件、「青年のみ」を対象
とした広告 26 件と続く。 
1960 年代は、最も広告数が多い時期である(696 件)。その内訳をみてみると、「紳士・婦人」を対
象とした広告が最も多く 336 件となっており、次いで「紳士・婦人・青年・子ども」を対象とした広
告が 164 件、以下、「子どものみ」を対象(140 件)、「青年のみ」を対象(56 件)と続く。 
70 年代は「紳士・婦人」を対象とした広告が最も多く(121 件)、次いで「子どものみ」を対象とし
たもので 103 件となっており、以下、「紳士・婦人・青年・子ども」を対象(56 件)、「青年のみ」を対
象(35 件)と続く。 




90 年代も 70・80年代同様に「紳士・婦人」を対象とした広告が最も多く(205 件)、「紳士・婦人・
青年・子ども」を対象としたもの(89件)、以下、「青年のみ」を対象としたもの(50件)、「子どものみ」
を対象(42件)と続く。 





















































なっている「青少年の連帯感などに関する調査」の結果(第 5 回調査：1990 年実施)をみると、「社会
のできごとについての考え方にいちばん影響を与えたもの」の答えとして、テレビ・ラジオの 43.3％、
友人・同僚の14.7％に次いで、新聞・雑誌は 12.8％となっており、親・きょうだいや学校の先生など






表 2－(1)－1 普段よく読む雑誌：上位 10 点 









 男性 ％ 女性 ％ 
1 少年ジャンプ 47.2 ノンノ 54.9 
2 少年サンデー 41.0 JJ 36.6 
3 少年マガジン 40.2 ぴあ 33.2 
4 ぴあ 37.5 FOCUS 32.8 
5 FOCUS 36.1 アンアン 32.2 
6 週刊プレイボーイ 30.4 CanCam 29.3 
7 ヤング・ジャンプ 29.4 女性セブン 20.9 
8 Hot・Dog・Press 24.1 MORE 20.2 
9 POPEYE 23.3 女性自身 17.4 
10 GORO 19.9 Olive 14.5 
 
表 2－(1)－2 普段よく読む雑誌(漫画を除く)：上位 10 点 男性 
 高校3年生 ％ 大学生・大学院生 ％ 中・高卒社会人 ％ 大卒社会人 ％ 
1 ぴあ 47.8 FOCUS 41.6 週刊プレイボーイ 32.8 FOCUS 44.2
2 FOCUS 25.2 ぴあ 38.7 FOCUS 31.8 ぴあ 38.3
3 Hot・Dog・Press 24.3 週刊プレイボーイ 34.6 ぴあ 27.4 週刊プレイボーイ 34.2
4 オートバイ 23.5 Hot・Dog・Press 27.9 平凡パンチ 21.4 POPEYE 25.8
5 POPEYE 22.6 POPEYE 26.1 GORO 17.9 Hot・Dog・Press 19.2
6 GORO 20.0 GORO 21.7 POPEYE 15.9 スコラ 15.8
7 FM レコパル 20.0 平凡パンチ 19.1 Hot・Dog・Press 15.9 GORO 15.8
8 週刊プレイボーイ 14.8 スコラ 18.2 オートバイ 14.4 Big Tomorrow 15.8
9 スコラ 14.8 アルバイトニュース 17.6 カートップ 13.4 週刊朝日 15.0
10 FM ファン 12.2 MEN’SCLUB 10.0 週刊ポスト 11.9 週刊ポスト 15.0
 





においても『Hot Dog Press』『Popeye』は比較的よく読まれていることがわかる。 










表 2－(1)－3 普段よく読む雑誌(漫画を除く)：上位 10 点 女性 
 






1 ノンノ 50.5 ノンノ 63.5 ノンノ 53.8 ノンノ 55.3 ノンノ 50.0
2 アンアン 30.6 JJ 55.2 ぴあ 46.9 アンアン 35.0 FOCUS 43.1
3 ぴあ 27.0 Can Cam 36.5 FOCUS 46.9 女性セブン 33.5 ぴあ 37.5
4 Can Cam 27.0 アンアン 33.3 JJ 46.2 FOCUS 32.0 MORE 33.3
5 JJ 26.1 ぴあ 25.0 Can Cam 36.2 JJ 32.0 JJ 32.6
6 プチセブン 22.5 FOCUS 21.9 アンアン 29.2 女性自身 29.9 アンアン 31.3
7 Olive 20.7 女性自身 17.7 アルバイト 
ニュース 19.2 ぴあ 28.9 クロワッサン 22.9
8 明星 20.7 アルバイト 
ニュース 16.7 MORE 17.7 Can Cam 27.9 Can Cam 20.8
9 女性セブン 20.7 クロワッサン 15.6 Olive 14.6 ヤングレディー 22.3 WITH 19.4
10 Mc Sister 20.7 MORE 15.6 フロム A 14.6 週刊女性 21.3 Olive 16.0
 





































































































つぎに、これら 10誌の書誌データについてみておきたい。以下の表 2－(1)－5 は分析対象男性誌 5
誌の、表 2－(1)－6は、分析対象女性誌5 誌のコンセプト・読者層についてまとめたものである。 
 
表 2－(1)－5 分析対象雑誌の書誌データ(男性誌) 








































































































































次に、これら 10 誌の発行部数の年次推移を概観してみたい。以下の表 2－(1)－7・8 は、上記 10
誌の発行部数の 1979 年から 2005 年までの年次推移を青年男性・青年女性向け雑誌にそれぞれ分けて
みたものである(なお、以下に示すデータは、『雑誌新聞総かたろぐ』が発行された 79年以降の数値と















































































































まず、青年男性向け主要 5誌の発行部数の年次推移をみてみよう(表 2－(1)－7)。 
『平凡パンチ』は 1989年に休刊となるが、創刊が 1964 年であり、ライフスタイル提案誌の老舗と




また 2005年現在も刊行されている息の長い雑誌である。1981 年に最大の発行部数 120 万部に到達し
ており、以後 83 年から 88 年までは 70～85 万部程度を推移している。89 年から 2000 年までは 60
万部台を推移しているが、93 年のみ 105 万部に持ち直している。以後は、発行部数を次第に減らし、
2005 年には35 万部となっている。 
70 年代以降の青年向けライフスタイル提案誌の代表格ともいうべき『POPEYE』(3)・『Hot Dog 
Press』両誌は、どのような発行部数の推移を示しているだろうか。1976 年に創刊された『Popeye』
は、創刊から4 年目の 1980 年には 68 万部に到達し、84年には 75 万部までその発行部数を伸ばして
いる。以後、90 年までは 65 万部程度で推移するが、96 年には 20万部まで部数を減らし、2005 年ま
で 20～40 万部の間を推移している(なお、2005 年はリニューアル休刊のため、データが公開されて
いない)。 
他方、『Hot Dog Press』は 1979 年の創刊当初は 30 万部程度であったが、85 年には 70万部まで発
行部数を伸ばしている。以後、95 年まではおおむね 60～70 万部の間を推移し、96 年には 51 万部、
2001 年には 34 万部、2002 年の一時休刊を経て、2005 年には 11 万部と大幅に発行部数を減らして
いる。 
『Men's non・no』は、女性誌で最もよく読まれている『non・no』の男性版であり、1986 年の創
刊である。創刊当初は 33 万部程度であるが、以後部数を伸ばし、88 年から 95年までは 50～60万部
の間を推移している。97年には 41万部まで発行部数を減らし、以後漸減を続け、2005 年には 24万
部となっている。  
続いて、青年女性向け主要 5 誌の発行部数の年次推移をみてみよう(表 2－(1)－8)。 
青年女性によく読まれている雑誌のうちで最も古くまた刊行年数が長い『女性セブン』は、1957
年の創刊である 1979 年以前のデータは不明であるが、同年では 55 万部程度であるが、84 年には約
75万部、90年には95万部まで発行部数を伸ばしている。その翌年以降は77～84万部の間を推移し、
2000 年には55 万部、2005 年には 37 万部まで発行部数を減らしている。 
青年女性向けライフスタイル提案誌の老舗ともいうべき『anan』は 1970 年 3月に、『平凡パンチ』
の女性版という位置づけで創刊された。79 年には約 41 万部、以後96 年までは 65 万部台を推移して
いる。同誌の発行部数のピークを 97・98 年に迎え、72 万部を記録している。以後は発行部数を漸減
し、2000年には 55万部、2005 年には 37万部の発行部数となっている。 
次に、女性向けライフスタイル提案誌として『anan』と双璧をなす『non・no』(4)誌の発行部数を
みてみよう。同誌は、『anan』の翌年 1971 年 5 月に創刊された。79 年には 85 万部の発行部数に達
しており、80 年には 100 万部、84年には 120 万部、87 年には 130 万部と部数を伸ばし続け、92年
には最大発行部数 170 万部に達している。その後は漸減を続けるが、それでも 95 年時点では 148 万
部、2000 年には 104 万部となっている。近年では急激に部数を減らしており、2002 年には 66万部、
2005 年には44 万部と、ピーク時に比して約 4分の 1の発行部数となっている。 
 続いて、『JJ』の発行部数について。同誌の創刊は 1975 年であり、創刊の四年後の 79 年には 30
万部、83年には 60万部台に到達し、以後 95年まで 68万部程度をキープする。同誌はさらに発行部
数を増やし、ピーク時の 97・98・99 年には 77 万部にまで発行部数を伸ばしたが、その後漸減し、
2000 年には70 万部、2003 年には 46 万部、2005 年には 33万部となっている。 
 『Can Cam』は、よく読まれている青年女性向け雑誌のなかでは比較的創刊が遅く、1981 年の創
刊である。創刊当初は 35 万部の発行部数であり、85 年から 89 年までは 50 万部程度で推移し、90
 180
年には 65万部、92・93 年にピークを迎え 75万部まで発行部数を伸ばしている。以後、99年まで 70
万部程度で推移するが、2000 年には 50万部まで発行部数を減らし、以後漸減を続け、30万部台を推
移し 2005年には 44万部へと若干の増加がみられる。 
『Olive』は、青年男性向け雑誌『Popeye』の対となる、女性版『Popeye』という位置づけの雑誌
で 1982 年の創刊である。創刊当初は 40 万部の発行部数であり、85 年がピークで 60 万部を記録し、
以後 95 年までは 45～50 万部程度で推移している。以後は次第にその発行部数の漸減を続け、2000
年には 17 万部となり一時休刊、2002 年にリニューアル再刊したものの、2003 年には再休刊となっ
ている。 
総じて、80 年代から 90 年代前半までの期間に青年向けライフスタイル雑誌発行部数の著しい増大






















































































図 2－(1)－9 は、青年誌が本格的に登場し始めた 1960 年代を起点にしている。このデータから読




次ベビーブーム期に出生した子どもたち(団塊世代)が、おおむね 10 代後半から 20 代半ばになる時期
と符号している。70年代以降も一貫して、15歳人口以上の通学者数（非労働力人口）は上昇し続け、
ピーク時の 1989年には 998 万人に達している。1960 年(454 万人)と比較すると、およそ2 倍の増加









 本節では、さきにみた青年向け雑誌 10 誌上の言説において、恋愛とクリスマスとが接合されてい








































   
表 2－(2)－1 青年向け雑誌における「クリスマス習俗」・「恋愛」言表の接合：類別の強弱別・年代別比率 
恋愛との類別 
年代区分 
   強い 
  （＋C） 
   弱い 
（－C） 
計 
1964－69年    7(77.8)      2(22.2) 9(100.0) 
1970－79年    37(75.5)     12(24.5) 49(100.0) 
1980－89年    92(39.5)     141(60.5) 233(100.0) 
1990－99年 40(16.0) 209(84.0) 249(100.0) 
2000－05年 15(19.7)    61(80.3) 76(100.0) 







 主要青年誌において、クリスマスに関する記事は 80 年代には 233 件、90年代には 249 件生産され
ている。このような言表の増大は、80～90 年代に、クリスマス習俗がかつてないほどに青年を巻き込
んでいったことを示唆している。もちろん、60・70 年代と 80年代では雑誌数の違いも考慮しなけれ




























直前情報！贈り物探しはあきらめたら負け！」『Popeye』1990 年 12 月 19 日号、84 頁)、あるいは、
「ふたりで過ごすクリスマスのために。そして、お互いの気持ちを伝えるために」(「クリスマスに欲
しい！贈りたい！」『Men's non・no』2000 年 12 月号、137頁)といった言表が示すように、「感情的
価値 emotional value がモノに付け加えられ」ることによって、恋愛とクリスマスが接合されるだけ
でなく、恋人の同士の親密性もまた高められていくのである(Moeran & Skov, 1993, p.110)。なお、
本論の分析対象 10 誌に掲載のクリスマス関連記事のうち、商品広告の機能を果たさない記事はわず






1969 年 12 月 8 日号、112 頁)という言表が示すように、すでに 60 年代後半において、クリスマスの
宗教的意義をひとまず括弧に入れ、女性と一緒に過ごすことが称揚されている(その他の同様の記事と
しては、「クリスマスをデラックスに遊ぼう」1967 年 12月 18 日号、94頁／「DIAMOND NEWS」
1968 年 12 月 30日号、18 頁)。また、70 年代に入っても同様の記事が繰り返されていく(「個性で選
ぶ《クリスマス・レコード》総覧」1972 年 12 月 25 日号、176 頁／「男と女のクリスマスプレゼン
ト特集」1978 年 12 月 25 日号、122－123 頁)。 
『週刊プレイボーイ』でも同様に、クリスマスと恋愛を接合する記事が繰り返し登場する。例えば、
『アイデアで彼女のハートをズバリ 彼女に贈るExam’s プレゼント』(1969 年 12 月 23 日号、120－
121頁)。とくに注目されるのは『センスが光る いまあの娘が一番欲しいExam’s プレゼント』(1972




った規範的言表は、すでに 70 年代前半に生産されていたのである。 
その他の青年男性誌上の言表についてみてみよう。『Popeye』WINTER 号(1976 年 12月)は、同誌
創刊後最初の冬号であるが、クリスマスへの言及は皆無である。また、翌 77 年においてもクリスマ
スについての言及はみられない。同誌において、クリスマスへの言及が初めて登場するのは、1979
年である。同誌 11 月 10 日号では、「ちょっと早いけど、2ヶ月あとのクリスマスはフレンチの中国趣
味、シノワを意識したような気分でパーティだ」という言表がみられる。ここでは、仲間集団でパー
ティーをすることが称揚され、異性のふたりきりの空間を構築すべきとするメッセージはみられない。 




2－(4) 強められる恋愛とクリスマスの接合：1980 年代 
 80年代に入ると、クリスマスと恋愛の距離は次第に縮められていく。しかし、80年代前半の『Hot 
Dog Press』において、クリスマスと恋愛は、それほど密接な結びつきを示してはいない。例えば、『Hot 
Dog Press』1980年 1 月号（11月 25 日発行）は同誌創刊後最初のクリスマス至近号であるにもかか
わらず、クリスマス関連の言表はわずかに「痴漢防止用のホイッスルを彼女へのクリスマスプレゼン















同様に、83 年の服飾・雑貨の商品広告記事「笑顔と一緒にコレください」(83 年 12 月 10 日号、
No.164)では、「ジンゴーベ (ーママ)の季節が目の前に迫ってきました。恒例のプレゼント作戦マニュ






















































スプレゼント…心をこめて贈りたいものです」(「彼のハートをしっかりキャッチ」1986 年 12 月号、
257 頁)や「彼の気持ちが信じられるから、もらったペンダントは離さない」(「X‘mas プチジュエ



























 『Hot Dog Press』においても、1987 年にクリスマス特集記事が組まれている。同誌 11月 25日号






24 日の時間割｣(208 頁)を獲得するべき存在として位置づけられていく。 
 また、『平凡パンチ』でも、クリスマスと恋愛が接合されていく。例えば、「ロマンチックなクリス
マス…ガードの堅かった彼女も突如…やさしくなるはず。…当然、この夜は彼女にプレゼントしなけ





















2－(5) ｢恋愛化されたクリスマス」の制度化：1990 年代以降 
 90年代以降には、青年向け雑誌上でクリスマスと恋愛の接合が当然のものとして語られるようにな
ると同時に、記事数も増加の一途をたどる(表 2－(2)－1)。例えば、1990年の『Hot Dog Press』では、
























































『Hot Dog Press』においても同様の記事がみられる。1992 年 12 月 25日号「今までとは違うイヴ







































(「なぜわたしだけがひとりなの… シングルベル女の事件簿」1991 年 1月号、217頁)や「あなたの
恋が短期で終わるも長期拡大を続けるも、X’masをいかに過ごすかにかかっています」(「恋人たちの









 続いて、90 年代後半以降の青年誌上の言説の動向についてみていこう。 
『Popeye』1998年 12月 25 日号「決定！クリスマス直前 速攻キメなきゃ、クリスマス」と題した
記事では、「彼女との親密度をアップさせるには…2人きり感をうまく演出」(26 頁)や「女のコはクリ
スマスを 2 人で楽しみたい」(38 頁)といった言表がみられ、「クリスマスに恋人同士ふたりきりで過
ごす」ことが至上の価値を持ち続ける。 
 『Hot Dog Press』では、「彼女がいて「ラブラブクリスマス」のプランを立てるヤツも、彼女がい
なくて、「脱ロンリークリスマス」を目指すヤツも、カウントダウン」という言表がみられ、すべての
青年が「恋人たちのクリスマス」の舞台に上がるよう呼びかけられていく（「ハッピークリスマスへの
30 日間処方箋」1997年 12 月 10 日、112 頁）。 












イトＸマスへの薦め」(「彼女と行く ホワイトクリスマス」1995 年 12 月 5日号、195頁)や 
「プレゼントから手料理まで…知恵で、彼女のハートを 掴め！！」(「男のホワイトクリスマス」






りの絶好のチャンス」1997 年 11月 28 日号、118 頁)。 
『non・no』でも同様の言表が繰り返される。「X’mas までの 1ヵ月は、恋の急展開ゾーン」（「恋
愛チャンス占星術」1996 年 12月 5 日、101頁)であるという無根拠な言表に依拠しつつ、「彼の行動、
口グセで、タイプを見極めてアプローチを開始」し、「クリスマス前に、彼氏の役を任命」をすること
が称揚される(「恋愛ゼミナール もう待てない！女の子からの「駆け込み告白」を成功させる！」1999
年 12月 20 日号、205－207 頁)。 
『Can Cam』においても、「ふたりの愛でチョコレートが溶けそう」(「愛がいっぱい！Xmas ケー
キ」1997年 1 月号、412 頁)や、「この地球で、ふたりだけの夜が始まる」(｢恋がかなう 聖夜のサク
セスワンピ 14｣2005年 12 月号、80頁)といった言表にあるように、「ふたりきりのクリスマス」が称
揚される。 
『JJ』では、「本当の、正式なクリスマスとはちがう」が「日本の Xmas はやっぱり子供と恋人た






…ふたりの聖夜をいろどるすべて」(「ふたりだけのクリスマス！」1996 年 12 月 3 日号、52 頁)や、 


















ﾍ ﾟ ﾀ ﾞ ｺ ﾞ ｼ ﾞ ｯ ｸ
関係を、ここにみいだすことができる(Moore et al., 2006, 
p.5)。 
 








過ごすために、服飾商品を手に入れる必要性があるとする言表がある(66 年 12 月 20日)。同誌の 69
年 12月 16 日号では、「ふたりだけの夜に」「肩をよせあうふたり」という言表が登場し、クリスマス
期における恋人同士のふたりきりの親密な空間というイメージが、服飾品と結びつけられている。 






ベントとして、クリスマスが再配置される(同様の広告言表としては、『non・no 』1978年 12 月 20
日号・『Weeklyプレイボーイ』1979年 12 月 11 日号)。 
 また、先の雑誌記事の検討のなかで確認したように、「クリスマスまでに恋人をつくるべき」という
規範が 80 年代以降うち立てられてきたが、この規範の原型ともいうべき言表は、70 年代においてす































ドルを灯すのは、帰ってくるあなたです。」(『Popeye』89 年 12 月 20 日号掲載)にあるように、クリ
スマスにおいて列車は、大切な「あなた」と過ごすことを手助けするために走り出す。 

































































第 3 章 対抗言説の諸相 
3－(1) 消費主義・商業主義・脱宗教化への懐疑 
 戦後約 60 年の間に、クリスマス習俗は一貫して資本の自己増殖過程に組み込まれ続けてきた。そ

























































































































































































































 他方、クリスマス習俗に教育的意義をみいだす言表も存在した。以下の表 3－(2)－1 は、新聞上に
みいだされた、クリスマスに教育的意味を付与する言表をまとめたものである。 
 



























































歳 長野県諏訪市)  
毎771223 …クリスマスを単なる娯楽と考えない中学生の積極的な意見が載せられていて感心しました。(「クリスマスのル



























































































































（今年もまた）シングルベルを鳴らします わーんXmasなんてキライだー 19歳女性 大学1年 神奈川県（「ロン















































































することができる(5)。    






だけがひとりなの… X'mas イブのバカヤロー シングルベル女の事件簿」と題された記事(『Can 






























た」(2004 年 1 月 4日付、日本経済新聞 朝刊、12 頁)という言表が生成される背後には、80 年代以
降進行してきた「クリスマス」と「恋愛」の接合、そしてその言説の構造化過程が横たわっていたの 



































































































の霊は見た X マス・イブ、下界のにぎわい」朝日 57 年 12 月 25 日)るほどに、広く共有されている
ものであった。当時、脱宗教化・商業主義化されたクリスマス習俗そのものは、新奇な異物とみなさ
れ、後に「対抗的言説」と位置づく類の言説が公論の中心をなしていたのである。 













制大学卒・事務職・2007 年 4 月 21 日実施インタビュー調査)という語りにあるように、「恋愛化されたクリスマ
ス」は、極めて自然なかたちで自らの制度化を達成した(1)。こうした事態をバーガーらに倣って「類型





















































































































































に必要のない、いわば「社会的に空虚 socially empty」(Bernstein , 2001b, p.366)なものでしかない。 
本論を通じて明らかとなったのは、資本主義的機構を基盤とした言説が「想像上の主体」をつくり
出し、それへの同一化を諸個人の到達・達成課題とする＜教育＞的






















































































































































































































第 2 章においては、商業育児雑誌が次第に興隆を始める 1970 年代以降における育児雑誌上の言説
の変容に焦点をおいた。まず、代表的な商業育児雑誌上の言説の特性や発行部数などについて概観し、
育児雑誌の基本的役割について確認したうえで、育児雑誌上において母親の主体化のあり方や位置づ


































































































































社会構造・秩序の再生産                       社会構造・秩序の変革  
      社会集団間の差異／資本主義的生産関係 
                配分の諸規則 
               ＜マクロ＞     
             ・雑誌・新聞メディアを通じた言説の反復的生産 
            ⇒言説の厚み(言説的事実)⇒言説の正当性・支配性 
             ・想像的な主体imaginary subjectの生産     
                     
既存の社会集団の再組織化              再文脈化の諸規則      新たな社会集団の組織化 
 
                  諸個人の言説の獲得・内面化(＝主体化)  
 
                    評価の諸規則     ＜ミクロ＞   
 
 
    支配的な言説に従属する主体       支配的な言説に抵抗する主体 
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